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序

史跡大木囲貝塚は,日 本有数の大貝塚であって,大正中期より昭和の初期多く

の知名の考古学者,人類学者によって発据調査され,そ の出土品には,石器,土

器,骨角器,獣骨,魚骨,鳥骨,人骨等あり,考古学的研究資料が豊富に埋蔵 さ

れてお り,貴重な貝塚であると,に わかに有名となった。

しかるに,当貝塚は,眺望よく,住宅地 として最適地であるため,近年貝塚の

一部が宅地造成され,破壊 されようとしたので,急遼その保護のため,昭和43年

3月 18日 国指定 となった。直ちに昭和43年度より,用地の買上げを開始 し,昭和

49年度で完了する予定である。

用地買上げ後,指定区域の耕作は全 く行われず,全域に雑草・雑木が繁茂密生

し,史跡 として見るかげもない状態 となったので,こ の貴重な埋蔵文化財を保護 ,

活用をはかるため,史跡公園として環境整備を行なうこととなり,国庫補助,県

費補助をうけ,昭和47年度より, 6ケ年継続事業として,環境整備をはじめた。

本年はその第二年度であり,覆屋建設の地区選定のため試掘調査を行ったほか,

苑路の一部造成,貝層分布調査及び現生植物の調査を行なった。その成果をまと

め,報告書第 2集 として発刊するものである。報告書の作成にあたり,予算の都

合上,ペ ージ数を制限せざるをえなかった。執筆者のかたがたの努力に感謝いた

します。

本報告書によって大木囲貝塚の価値を地域社会の人々に理解 して戴 き,更に研

究者の方々の参考となれば幸甚である。

なお,こ の環境整備事業並びに報告作成に当って,懇切に指導下 さった,文化

庁の安原啓示氏,多賀城跡調査研究所長の岡田茂弘氏,東北大学名誉教授伊東信

雄氏並びに環境整備指導委員会の委員の方々に深甚な感謝を捧げます。

昭和 49年 3月

七ケ浜町教育委員会教育長 山 家  正
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I.試掘調査について

A.調査関係者

調査責任者 伊東信雄 (東北大学名誉教授 )

調査員   八巻正文 (七 ヶ浜町教育委員会嘱託 )

参加学生  東北大学大学院博士課程―平口哲夫,小林博昭。東北大学大学院修士課程―岡

村道雄,清水芳裕,千葉英一,今野裕明,黒川利司。東北大学研究生一井上真理子,戸田正勝。

東北大学考古学科 4年一叡島義雄。宮城教育大学一三浦好江,渋谷正三,鈴木まち子,斎藤智

恵子,斎藤輝子。明治大学―阿刀田裕子,吉田まゆみ。東北学院大学―阿部正光,阿部輝子。

宮城学院女子短期大学―滝川京子,高橋由美子。宮城県塩釜女子高等学校―相沢香代子。

人夫 佐藤勝江,佐藤京子,佐藤鋼治,佐藤捨松,佐藤 とみこ,佐藤 とめよ,佐藤はるの,

佐藤文子,佐藤 ミノル,鈴木 うん,鈴木けさの,鈴木しげこ,鈴木とめ,鈴木みつえ,我妻 エ

イ子,渡辺むめよ。

協力 金子浩昌 (早稲田大学),後藤勝彦 (宮城県塩釜女子高等学校),千葉宗久 (飯野川第二

小学校),遊佐五郎 (色麻小学校),佐藤好― (高清水小学校),丹治英一 (磐梯青年の家),安田喜

憲 (東北大学大学院博士課程学生),外山凡平 (教育映画株式会社),福 田友之 (北海道教育庁),

佐藤武夫。                                  ・

指導 芹沢長介 (東北大学教授)

B.大木囲貝塚の位置 (図 1)

東経 141° 2′ 36〃 から3'3)の 間,北緯 38° 17'58"か ら18'

15"の間。

地籍は宮城県宮城郡七 ヶ浜町大字東宮浜字東大木,西

大木,北下方,南下方の四つの小字にまたがる。

5万分の 1地形図「しおがま」NJ-54-15-15

C.試掘の目標

大木囲貝塚では,最 も良い地区に覆屋 をかけ,そ の中

で発掘しているところを一般の見学者に見ていただ く計

画である。したがって貝層が厚 く広 く堆積 していて,で

きれば住居址が近 くにある地区をみつけねばならない。
図 1 大木囲貝塚の位置

D。 試掘地点の選定

大正時代以来の発掘の結果をしらべ,昭和47年度に福田友之によって行われた埋蔵貝層分布
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調査成果をもとに地点を検討し,伊東信雄,岡田茂弘に現場においでいただき最終的に地点を

選定した。伊東信雄によれば山内清男 (1929, 5)の 発掘地点A～ Eの うちB地点は図11に示

した破線の円印の付近であるが他はよくわからないという。

E.地区設定 (図 11参照)と層位

史跡全域を方眼に地区割した。海に向って舌状につき出ている丘の標高の高い線に縦軸を設

け 2地点に基準の石標を立てた。この縦軸を3m単位で区切 り,南から北にアルファベットA

～Tの記号をつける。これだけでは60mに しかならない。そこでさらにこの上の単位 として60

mご とにA,B,C… …Ⅲの記号をつけた。

縦軸に直交する横軸 も3m単位で区切 り,記号として数字を東から西に 1～ 99を 3mご とに

つけた。しかしこれだけでは史跡全域をおおうことができない。そこで東部地域には最初にE

を冠 し,西部地域にはWを最初に冠することとした。

石標は北のものをF A70,南のものをC A70地点とした。例えば西部地域の地点,区はWF

A00の ように表わすことになる。

層位を表わす場合には各地区ごとに上から大 きく1, 2, 3… …層ととらえることとし,各

層中にさらに細い層,ブ ロックがある場合にはアルファベットの小文字をつかった。したがっ

て遺物の出土した地区,層はD F45L 3bの ようにあらわすことができる。

3× 3mの小地区の中をさらに区分する場合にはアルファベットの小文字をつかいその区の

範囲を平面図に記録した。これはD F 45bの ように表わす。

F.発掘方法

覆屋建設計画の構想から,良い貝層や住居址があらわれても掘上げないことにし,検土杖を

つきさすこと等によって下の様子が判明すれば発掘を中止することにした。貝層が斜面の場合,

上の地区の浅いところで下の地区の下層の貝層が出るのが一般的なので斜面に直交して トレン

チを設けた。また以前に発掘した際に良い貝層が発見された地点を先生がたに教えていただき

そこにトレンチを設けた。以前掘ったところを掘れば簡単に地山までの上層を知ることができ

るし,ほ とんど掘 られてしまったところに覆屋を建設してもむだなので過去における発掘地点

の確認をしておく必要がある。

G.調査経過

第 1地点は貝層及び住居址をみつけるために トレンチが設けられた。試掘区は次の通 り。DF

45～ 50,52～ 56,58,60,62,70～ 81,83。 D E53,54。 後藤勝彦の御教示によれば昭和38年

東北大学教育学部歴史研究室が発掘したA地点はD D49付近,B地点はD C52付近である。A

地点出上の上器については小笠原好彦 (1968)の論文がある。D F54地区で住居址の 1部が表

われたので発掘区を北に拡大 した。それが第 4地点である。



第 2地点は昭和24年東北大学文学部伊東信雄によって発掘された地点である。伊東信雄によ

れば貝層は80cm程 の厚さがあり,大木囲貝塚の中では貝層が非常に良い地点であるが,それだ

けにこの付近は何回も発掘されているという。発掘の結果C F43,44地区で昭和24年の発掘区

及びその他の発掘区があらわれた。図 2参照。試掘区はC F43,44,46区である。

第 3地点は昭和47年度の埋蔵貝層分布調査

の時,良い貝層の存在が確認 されていた地点

である。試掘地区はC S70,71,76～ 80。

第 4地点は住居址検出のため試掘 した。試

掘地区はD G53～ 56, D H47～ 49, 53～ 56,

D146～ 56, DJ 46～ 56, D K46～ 56。
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第 5地点は住居址及び良い貝層をみつける

為に試掘 したが,第二次世界大戦中,高射砲

陣地 となった為,ま た急斜面の為,保存が悪

かった。

H.調査結果

良い貝層のみつかった区は次のとお りであ

る。

C F44地区は混土貝層で厚 さが約80cmあ る

ヽ

図 2 C F43、 44地区に昭和24年東北大学文学部  が過去における発掘のあとが多く, この区の

伊東信雄による発掘地区があらわれた
上の斜面C F45地 区の方が良いと思われる。

C S78,D F48,D F74,75,81～ 83,D K46～ 48,F E60～ F160地区は混土貝層が lm

以上である。

住居址については別に述べる。

なお試掘の結果何 もなかった地区はD K54,55,F A61,62,F B62地区であった。

1.結 論

覆屋は 100坪では小さい。また遺構の保存管理はプレハブでは十分行えない。何 もない地区

に覆屋の壁がくるようにするのがのぞましい。発掘した貝層や住居址を保存する技術は未だ不

十分であり,実験をしなければならない。

今後苑路造成などの工事にともない事前調査が行われるので,住居址やもっと良い貝層が発

見されるだろうから,覆屋建設は事前調査が十分なされた後で建設するのが良い。

(八巻正文)



H。 試掘により出土した遺構・遺物

A.住 居址 と集落

今回の試掘では保存状態のよい住居址はみつからなかった。 DF54,55,DG 53～ 56,DH

54～ 56区 にまたがって出土した遺構は住居址と思われるが柱穴がほぼ円形 (径約 8m)に出土

したのみで竪穴の壁,床面,炉などは長い間の浸食や耕作により消失 したらしい。住穴 (pitNo

16.36.40.43)か ら出土した土器は大木 8b歩 9式が主で,大木10式 を少量含む (図版I― B―

1ん なお調査が晩秋に入 り霜柱が立ち風化が激しいため埋めもどしたのでくわしくは再度の調

査に待たねばならない。(図 11参照)

住居址の位置について,貝層の下にあるのではないかという意見が多かった。貝層の下から

住居址が出土した例 (菅原正明 1972,田沢金吾 1940参照)は 多い。大木囲貝塚は大正時代か

ら貝層が発掘されて来ているが未だ住居址が発見されていない。これは住居が台地の高い平 ら

な地域につくられ,貝殻などは斜面に捨てられていたためであろう。大木囲貝塚でもA-12b貝

層地域のように斜面がゆるやかで高い方にまで貝層が確認 されているところでは,貝層下に住

居址が発見されるかもしれない。

集落を発掘によって調査することは,大木囲貝塚のような広大な面積の遺跡では容易でない

し,浸食,耕作,土木工事などによってすでに消滅 した遺構 も少なくないから,集落について

は想定によらざるをえない部分が大 きい。

今,仮に貝層の地域を谷部とも関連 させ 6グループに分けてみる。

OA-1

0A-2,A-3

0A-4,A-5,A-6

0A-7

0A-8,A-9,A-10,A-11

0A-12a,A-12b

それぞれの谷部には現在 も道があるが,大音にもあったにちがいない。また谷部には泉があ

ったろう。現在わきだしている泉はDP15付 近のみであるが,史跡内にはこの他にも水たまり

があちこちにみられる。大昔,台地は森になっており,水量 も豊富だったにちがいない。

貝層の 6グループと地形からこの台地を6分すると図 3の ようになる。どの地区からも分布

調査の結果大木 1か ら10式 までの上器が採集されている。大木 1式期にこの台地に人々が移っ

て来たとき6家族はそれぞれきめられた地区に住居を設け,ごみ捨て場や仕事場,水汲場,炊



事場,貯蔵穴,墓などもそれぞれの地区の中に設けられたことであろう。基本的にはこれらの

6家族が大木10式 まで住んだのではないだろうか。

環状貝塚,或 は馬蹄形貝塚の中央部を広場と考えるのが一般的である。しかし大木囲貝塚の

場合,中央に広場があったろうか。今後の調査に待たねばならないが,台地は当時森になって

いて,そ の中にある家々は冬の冷い風か ら守 られたのではないだろうか。むしろ台地の東の浜

辺が共有の場であり,他の集落へ行 くにもこの浜辺か ら舟ででていったのではないだろうか。

中央台地の東に舌状に伸びた小さな台地がある。この斜面にも,B-1,B-2,B-3な ど

の小 さな埋蔵貝層が確かめられている。ある時期にこの小舌状台地に住居あるいは特殊な施設

がたてられたのか もしれない。ここは生業の中心である漁場にもっとも近 く,よ そか ら大木囲

の集落を訪れた人々 もす ぐ下の浜に舟をつけ上陸したにちがいない。あるいはこの舌状台地

には集落の首長が住んだのか もしれない。或は共同の施設があったのか もしれない。

縄文時代前期中期を通 して大本囲貝塚では家族数が大 きく増加することはなかったのであろ

うか。家族の人数が増えた場合には住居を拡張 したのだろうか,或は狭いままで生活 したので

あろうか。またよそか ら来て近 くに家をたて仲間入 りするということはなかったのであろうか。

大木囲の丘は北の方にも伸びてお り, さらに丘の東西両側には小 さな舌状台地がいくつ もある

が,分布調査の結果では前述 したB-1,B-2,B-3な どの貝層のある小舌状台地のみが,

ある時期何 らかの建物が設けられたらしい。丘の北半や丘の東西の小舌状台地は,あ るいは信

仰の揚 となっていたところもあったか もしれない。

ところで今回出上 した住居址の北に住居址から約 5～ 6mはなれて東西方向に溝があった。

薄はD」 51～ 56区 にわたって出土 したが,なおDJ57区へ と伸びているらしい。完掘 していない

ので薄の性格ははっきりしないが,出土土器は大木 8b,9,10式が主であり,住居址より高い

方にある事か ら住居址にともなう排水薦とも考えられる。竪穴を掘 ることは,池 をつ くるよう

な もので,住居より高い方に排水溝を設け,竪穴の内部にも濤をつ くって竪穴にたまる水を外

に流すようにしなければ不衛生であり健康をそこなう。 (八巻正文 )

B.人 工遺物

1.土器・陶磁器

出上した土器のうち復原した 3点について述べる。

医 5-1,図版I一 A-1はFG60L l出土。大木 8 att。 胎上には石英粒を含む,器壁は 8～

10mm。 口縁部断面の形はこの時期の特徴の 1ちで,日唇が内側に傾き,日縁部内面はやや湾曲

している。装飾のある把手が 4つつけられており,その文様は粘土組で,ひ し形 とそれにつづ

く曲線文からなる。口縁部器面は,みがきのない断面ほぼ三角形の隆線が 2本水平につけられ,

そのため文様帯が 2段 になっている。上段には刻文が縦に並べられ下段では鋸歯状に施 されて



いる。下の方の隆線の 4か所にひし形の文様がある。その位置は把手 と把手の間である。胴部

には文様はな くよくみがかれている。口唇部最大径 52cm。 高 さ17cm。 色は内外 とも, うす茶 ,

褐,黒色などがみられる。底は石膏による復原。

図 5-2,図 版I― A-2は DF72L 2出土。大木 8b式土器。胎土 には石英粒を合む。底は無

文。器壁は 4～ 5 mm。 器形はキャリパー形。国縁部には大突起が 1つ ,小突起が 3つつけられ ,

文様の割 りつけに役立っている。大突起を 1つつけるということは芸術的にも高度で,こ の時

期の特徴の 1つ である。頚部の無文帯によって文様圏は口縁部 と胴部 とにわけられる。口縁部

では縄文LRが横方向にころがされ,そ のあとで隆線を添付しl)そ の隆線の両側を沈線でムちど

っている。隆線の頂部は平 らにみがかれているので隆線の断面は四角である。このような隆線

は大木 8b式の特徴である。胴部には縄文LRが縦にころがされており,縄文施文の後に沈線文

(巾 2 mm)が描かれている。このような沈線は大木 8b式の代表的な文様であり,文様の全体図 ,

その配置は図に示すとお りである。色は器内面は浅黄,外面は浅黄,黄橙。口縁部における最

大径19.3cm高 さ18.lcm。

図 5-3,図 版I― A-3,DF46L 2 k出土。大木 9式土器。胎土には金雲母を含む。底部は

無文。器壁は厚 さ4～ 5 mm。 器形はキャリパー形。胴部には巾 4 mmの浅い沈線文が描かれてお

り,器面同様ていねいにみがかれている。この沈線文で区画 された中には縄文RLRが縦方向に

ころがされている。粘土がやわらかいときに縄文をころがしたらしく縄文が深 く入 ってお り目

がつまっている。文様は図に示すように器面を 2分する文様A・ Bがあり,こ のA・ Bの文様を中心

にその左右に対称的にa,bの文様が交互に配置 されている。沈線 と沈線の間の巾は 7 mm以上あ

り,大木 9式後半の様を示 している。器面は内外 ともていねいにみがかれてお り,色は橙夕褐 ,

黒褐色など。口縁部最大径21.5cm,高 さ18.7cm。

さて時期がうつるにつれ器形にも次第に変化が認められる。たとえば日でみてこれは大木 9

式よりも大木10式の器形に近いなどと判断する。このような形のちがいを数値であらわせれば

さらにはっきりする。土器の屈曲点を結び器形を表わしたのが図 4である。 2つ の土器を比較

しやすいように,こ の図では,胴部最大巾のところcを一致 させてみた。この図でみると図 5-

2の土器は図 5-3の 上器にくらべ頚部のすばまりが強 く胴部径に比 し器高特にh2が高いこと

がわかる。筆者が卒業論文で扱 った大木 9式土器では,下層か ら上層になるにしたがい特にβ

或はtanβの数値の変化に規則性をみいだすことができた。

時期や地域のちがいにより,以上のように角度あるいは高 さや径の比に共通性や差違がでて

くるはずである。

今c=100と して 2つ の上器の各部分の数値を示すとP9上左の表のようになる。

1)隆線の争U落下に縄文がみられる。
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1. 大木 8α 式上器
(FG60と 1出土)

2 大木 8b式上器
(DF72L 2出 上)

大木 9式上器

(DF46L 2k出 土 )

S

3

図5 大木囲貝塚出土土器実測図及び文様配置図



tan α

β

tanβ

γ

tan γ

α

b

C

ん:

んぢ

ん3

65°

2.1

79°

5。 2

60°

1.7

126

95

100

65

26

99

図 5-2

59°

1.6

68°

2.4

58°

1.6

112

80

100

52

48

108

28「  ジ

( ~29

0        3 cm
1 1 1 1

図 7 石器実測図

なお土器実測図の表現は次のようにした。イ.影は入れない。口.欠失している部分は点線

を用いた。ハ.隆線の象U落下に縄文のある部分には縄文とドツトを併用した。二.断面図は必

要に応じて半断面,破砕断面図,局部断面図を用いることにした。ホ.断面がわかりにくい場

場合にはハッチングを用いた。へ.口縁部破片で半径の求められる場合には中心線を引いた。

中世近世の陶磁器片が今回の試据で十数片出土している。図 6,図版I一 B-2は志野陶片で

D147L lか ら出土した。胎土には砂や小石は含まれていないが緻密な上ではなく,色 は淡黄,

底部にはロクロ痕がある。器形は浅鉢。文様はみられない。釉は厚 くばって りとしており,と

ころどころ釉がたれている。内側でも底部近 くの釉は厚 く, l mm強 の部分 もある。釉は内側は

すべてかかっているが,外側底部にはない。刷毛跡はない。釉のかかった部分は灰自色で,器

の外側には黒いプツプツが多い。釉のうすいところ,釉の端は緋色である。  (八 巻正文 )

2.石器・石製品

今年度の調査における各 トレンチ出土の石器は,すべて表土およびその下位の層から出上し

ている。良好な包合状態にあったものではなく,当然ながら土器型式との伴出関係 も明らかで

はない (「発掘方法」,「調査経過」の項参照)。 それゆえここでは各 トレンテ出土の石器を一括し,

代表的なものについて記述を進めることにしたい。なお各 トレンテごとの出土数は第 1表 に示

図 6 志野陶片 (実物大 )



してある。

石鏃 (第 8図 1～ 9)

未成品を含めて86点 出土している。その形態は,i)無茎で三角形を呈するもの (1),ii)無 茎

で挟 り込みを有するもの (2・ 4・ 6～ 8),ii)有茎のもの (3・ 9),�)無茎とも有茎ともつ

かない卵形を呈するもの (5)の 4つ に大別できる。有茎の石鏃は図示した 2点のみで,無茎

で快 り込みを有する石鏃が大多数を占めている。石材には頁岩,黒曜石,瑳岩,流紋岩,めの

うなどが用いられているが,頁岩製のものが多い。この傾向は石鏃に限らず,祭」片石器全般に

認められる。なおアスファル トの付着した資料はみられない。

○石錐 (第 8図 10～ 12)

17点出土 しており,つ まみのあるもの (10・ 11)と 無いもの (12)と に大別される。12の資

料では尖端部が極度に磨滅 している。

○尖頭器 (石槍 )

3点 とも両面加工であるが,完形品は図示した 1点だけである (第 8図 13兆 これは細身の柳

葉形を呈し,頁岩製である。

○石匙 (第 8図 14～ 18)

横型 (14～ 16)と 縦型 (17・ 18)と に大別されるが,前者は後者よりも少ない。16の 資料で

はつまみが左に片寄っているが,多 くはほぼ中央に位置 している。

○スクレイパー (第 9図 21・ 22・ 24)

前記の石匙 もスクレイパーの一種と考えられるが,こ こではつまみを有せず素梃 (象」片)の

一側 もしくは両側・全周に連続的に象J離 を施して刃部を作出しているものをスクレイパーとし

た。形態的には不定形なものが多数を占める。なおスクレイパーと二次加工痕ある票U片 (retO

uched flake)と の分類の基準は象」離の連続性である。          ~

〇石負 (第 8図 19。 20) '

断面が蒲鉾形を呈する片刃状のものと,凸 レンズ形を呈する両刃状のものとに大別されてい

る(八幡 1935)が ,4点 とも後者に属するものである。19は基部が欠損 している。

O石斧

4点 とも磨製石斧で,緑泥片岩・粘板岩などが石荷として用いられている。いずれも胴部の

みの破損品であり,形態上の特徴は把握できない。

○凹石 (第 9図 27・ 第 7図 30)

安山岩,石英粗面岩などが用いられている。30に は3面に敲打によるくばみがある。27に は

両面にくばみがあるだけでなく,側面には磨痕があり磨石としての機能 も考えられる。

○磨痕ある石
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表 I 各 トレンチにおける石器の出土数

練
I

トレンチ

H
トレンチ

III

トレンチ

Ⅳ

トレンチ

V

トレンチ

I

住 居 址

Ⅱ

住 居 址

計

石 鏃 28 5 9 8 4 86

石 錐 6 2 2 2 2

尖頭器循
―
槍) 2 1 O 0 31

石 匙 3 2 2 3 0 0

スク レイ′ヾ― 3 7 7 6 ユ

石 箆 1 0 1 0 1 1 4

・ュ
●一　
一

ス
キ

エ
ス

ピ

ユ
O 0 1 0 1 0 0 2

石 斧 1 0 2 0 0 1 0 4

蔵 石 7 1 3 2 1 16

磨 石 3 0 1 1 5‐

凹 石 5 1 2 1 0 1

磨 痕 あ る石 3 3 2 1 30

石 剣 0 0 1 0 0 0 1

alJ片 ・ 石暦 134 229 137 42 1154

37 230

石 核 7 4 5

そ の 他 4 1 0 0 0 1

致 状 耳 飾 3 0 0 0 0

計 ・Ю 268 302
．１ ‐

1650



石皿・砥石・磨石などと考えられる石器の石片を含めた破損品を「磨痕ある石」として一括

した。安山岩 。石英粗面岩などが多い。

o ttall(第 9図 26)

緑泥片岩製。破損品のため石棒 との区別が明瞭でないが,石棒に比べて扁平度が強いとい

う基準からすれば石剣と考えられる。なお昭和47年度の分布調査の際に 1点表採されている。

Oそ の他

第 8図 25は大形の象」片を素荷 として,基部・両狽」縁に調整象」離が施 されているが,刃部には

わずかの象U離が施 されているだけで,第一次象」離面をそのまま利用している。一応 トランシェ

様石器と称しておく。頁岩製。

第 8図 23は急角度に刃部を作出して一端を尖らせている。スクレイパーの一種とも考えられ

るが断定できない。頁岩製。

O瑛状耳飾 (第 7図 28・ 29)

いずれも片側が欠損しているが,馬蹄形を呈する。粘板岩・緑泥片岩が石材 として用いられ

ている。

最後に,人為器ではないが珪化木が 6点出土 している。 (千葉英一 )

3.骨角器

1)つ りばり 図10-1,図版 I― C-1

D F46L 2か ら出土した。この層出土の土器片で型式の明らかな44点のうち33点が大木 9式

で,他は大木 6, 7,8式の土器片がわずかづつみられる。材料は鹿角。一本作 り(one piece,

単式)である。チモ トには濤がまわっている。アゴ (カ エシ,ア グ)は内側に 1つつけられて

いる。ハリ先は内弯しており,正面からみるとやや左にひねりがみられる。つ りばりの種類は

現在 日本では1,500種類に及ぶと言われるが,現在の名称で言えば大ダイ用つ りばりである。

D F46L 2か らはマダイの主上顎骨,口蓋骨が各 1点づつ出土している。つ りばりの大きさは

高さ45.5mm,巾 19.3mmで ある。このような型のつ りばりは仙台湾付近の遺跡では大木 9式のも

のが今のところ最 も古い。楠本政助 (1972)に よれば石巻市南境貝塚の例 も大木 9式 らしい。

対象魚に適 したハリを選ぶようになり,こ のようなつ りばりが仙台湾でもつかわれるようにな

ったのであろうか。魚は大木囲貝塚の人々にとって重要な食料であり,魚具の改良は重大であ

ったろう。アゴがつけられた原因にはイ.魚が逃げやすいので改良 した。口 魚が少なくなり

改良をせまられた。ハ.流行して来たなど考えられる。マダイの前上顎骨と歯骨をあわせた数

でその出土量をみると,大木 2b式土器が主に出土した C F44L 3で は21点,大木 9,10式を

主に出土したD F45L 2と L3の合計は40点 であり,しかもその大きさも大 きい。そうすると

縄文時代中期末になってもマダイは仙台湾で繁栄 していたとみてさしつかえない。またつ りば



りが改良 された結果マダイの漁獲量が急にふえたわけでもない。

2)有孔牙飾 図10-2 図版 I― C-2

C F44区 出土。出土土器は大木 2a, 2b, 3式 が主で大木 8b, 9,10式 が少量出土した。

牙は CαηJdんο」οんガα″ T EM.或 は cαηJs,2ρ ttsんοJο んダαπ TEM.の左下顎の犬歯と考え

られる。歯根に孔があけられている。孔は両側からあけられているため断面が滑車形で,孔の

壁には輪状にすじがついている。石錐の回転によりついたすじであろう。

葛生出上の Cαtts,2pαsは大きくがっしりしている。鹿間時夫 (1949)に よる葛生の報告書

の中に犬歯の比較資料があるので転載する。単位はmm。

大木 葛生 んαと,α J S iberian 、volf んο】οpん y′απ

r長 さ
C(

(巾

13.4

9.1

14.0

10.2

13.0

8.5

13.5--15.0

10.0--11.0

14.5-15.5

9,0-9.5

大木囲貝塚出土 Cの総高は50。 7硼,歯冠高は23mmで ある。

宮城県内での類例 としては,阿部 恵 (1971)1こ よ り報告 された南最知貝塚出土の牙飾がある。

3)実測図の表現のしかた

以下に述べることに注意 し表現 した。

イ.影 を線で表現すると人為的加工による擦痕 を表現 した線 と混同するので影を入れない。

口.自然の面は自然のままに表現

ハ.磨かれた部分は ドットをうった。

二.打割 られた面に破壊による痕跡 (リ ング・ フィシャー)があれば表現するが,は っきり

しない場合には何 も描かず白いままにした。

ホ。人工の加わった線を強張 した。                   (八 巻正文 )

C。 自然遺物

I・ 貝  図版 Ⅳ,V

発掘における採取方法には次の 3つの方法がある。

1)貝層を土を含めすべて収納する。貝層が二次堆積でなく第一等資料の場合にはできれば

この方法をとりたい。

2)しかしすべて採取することは容易でないので一般には,ブロックサンプリングが行われ

ている。ブロックは20× 20,あ るいは30× 30cmな どがつかわれている。ブロックの位置は発掘

区の角に設ける方法もあるが,貝層によってはその角にないこともおこりえる。したがって各

貝層のそれぞれ最 も保存の良い厚い部分にブロックを設けるのが良い。



3)貝層が 2次堆積のように資料として良 くない場合には発掘者が任意に授取しておく。

採取した貝はす ぐ水洗いせずに自然科学の分析にまわす ものは,必要な記録をとり,泥のつ

いたままビニール袋に入れ,雨風にさらさないようにし,早 く分析にまわす,な どの注意が必

要である。

分類は標本を用意して行った。この標本は石川政治 (市立函館博物館長)が大木囲貝塚出土

の貝を鑑定して下さったものである。図鑑は以下のものを主として参考にした。

波部忠重,黒田徳米,1967(昭 42)新 日本動物図鑑 中巻 第 2版 ,北隆館

波部忠重 1973(昭 48)続原色日本貝類図鑑 第12刷 保育社

吉良哲明 1973(昭 48)原色日本貝類図鑑 改訂1朗」 保育社

図鑑をみてもなお分類に疑間の残った貝を東北大学理学部地質学古生物学教室の野田浩司に

鑑定を依頼 した結果,イ タヤガイ,ナ ミギセルガイ, ヒカリギセルガイなどが同定できた。図

鑑を見てマルサルボウと思った貝 (図版Ⅳ-11 )は野田浩司がサルボウであることを教えて

下さった。

出主した貝は表 2に示すとおりである。貝の名称は学名で示すのが学問上正確で便利である

が,イ タリック体にするなど印刷が容易でないので学名は省き和名で表わした。和名は,前述

した波郡忠重,黒田徳米,1967(昭 42)新日本動物図鑑 ,中巻,第 2版 北隆館にしたがった。

また,こ の図鑑により出土 した貝の棲息場所,分布をしらべてみた (表 2兆

ハイガイは現在 日本では絶滅寸前であるが,縄文時代には松島湾で繁栄 していたらしく,出

土数 も多くC S78c区 出上の貝の数をしらべた結果,二枚貝で多いllkか らハマグリ,ア サ リ,

カリガネエガイ,マ ガキ,オ キシジミ,ハ イガイ,イ ガィ,シォフキ……であった。ただし大

きいハイガイは少ない。河ヽ高民夫 (東北大学理学部)はハイガイをつかって当時の水温を調べ

ている。

チ ョウセンハマグリとウバガイは外洋に面 した浅海の砂底に棲息する。大木囲の人々は住居

のす ぐそばの入江から貝をとるだけでな く外洋に面 した代 ヶ崎浜,吉田浜,花渕浜,菖蒲田浜 ,

湊浜などに出かけて貝をとったこともあったらしい。今回の発掘ではチ ョウセンハマグリもウ

バガイも非常に少なかったが,貝塚東南部には地表にチ ョウセンハマグリがかな ,り 散 っ:て いる。

小池裕子 (1973)は ハマグリの貝殻成長線によ り,その貝が採集 された季節を推定する研究

を行っている。

(1)野田浩司の御教示による。
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松島湾の貝については野村七平,畑井小虎 (1932)の報告がある。この報告の資料の大部分

は塩釜で採集しているが 1部外洋に面した七 ヶ浜村産のものを合んでいる。

今回出土した貝のうち陸産のものを除いて,野村七平,畑井小虎 (1932)の報告した貝の種

類と対比すると,出土した貝の中でコシダカガンガラ,ク ボガイ,ウ ミニナ,ハ イガイ,チ ョ

ウセンハマグリ,ヤ マトシジミが野村,畑井の報告中にはみられない。クボガイ,ハ イガイタ

チョウセンハマグリは今では当地よりずっと暖かな地方にすんでいる貝である。

2.魚  図版Ⅵ

大木囲貝塚では貝層よりも魚骨層が顕著である。

魚の種の査定では石山礼蔵 (東京水産大学)上野輝爾 (日 本ルーテル神学大学)他多くのか

たがたに魚骨をみていただいた。また魚について水産庁東北区水産研究所の佐藤重勝,小達繁

に多くの御教示をいただくとともに貴重な文献を石山礼蔵及び水産研究所から借 りることがで

きた。特記して謝意を表する。

出土した魚は次の通 り。

1)ミ ズワニ属 0」οηιαspね 図版Ⅵ-1

種の同定は上野輝禰。D F80L l出土。伴出土器は主として大木 9, 8b,10式。その他大

木各型式上器片が少数づつ出土。このサメの歯は側咬頭を持つ。歯頸の両端は歯根の両端まで

はのびておらず歯冠基部は短い。子し濤はあまり深 くない。歯冠先端がわずかに欠けている。

D F80L l出土。

外側面歯冠長10.8+α  mm,内側面歯冠長12.3+α ,咬頭頂から歯頸後端間距離 13.3+α (側

嘆頭を入れない場合11.6+α ),咬頭頂から歯頸前端間距離13.85+α (側咬頭を入れない場合

12.8+α ),歯牙最大高19.4+α ,咬頭頂か ら歯根前部先端間距離19.4+α ,咬頭頂から歯根後

部先端間距離17.65+α ,歯根高3.5,歯冠幅9.8碩J咬頭を入れない場合7.1),歯 根巾14.15,

歯冠厚4.85。

トビエイ科 Myliobatidae 図版Ⅵ-2

D F 46b(攪乱地区)歯下面,参考資料として東北大学理学部標本室No37206が ある。

ボラ科 Mugilidae 図版Ⅶ-3

主畑蓋骨,マ ボラの頭骨については GREGORY.W.K。 (1933)参照。メナダの標本もつくり比

較したが,主畑蓋骨ではマボラのかメナダなのか区別ができなかった。

スズキ Lα ♭9ο ′αbTαπブαροηJCttS C。 &V.

前上顎骨 (図版Ⅵ-4-a),歯 骨 (図版Ⅵ-4-b)

東北大学理学部標本室には骨格全体を組立てた標本がある。

クロダイ Mυιど。ηαTc″οC9pんαJ2s B.



前上顎骨 (図版Ⅵ-5-a)主 上顎骨 (図版Ⅵ-5-b)歯 骨 (図版Ⅵ-5-C)。 マダイに

次いで出土量が多い。

マダイ Cん Tysο pん Tys ηαブοT T.&S・

前上顎骨 (図版Ⅵ-6-a,枝 の長さ53.4mm),主 上顎骨 (図版Ⅶ-6-b)歯 骨 (図版 VI―

6-C枝の長さ65.5+α mm),尾舌骨 (図版Ⅵ-6-d)に ついては草下孝也 (1969)参照。出

土したマダイの骨は大 きいものが多いがほとんどの骨は破損しているので簡単に計測値を示せ

るものはほとんどない。

イシダイ Oρ′9gηαιん切s/ascjα tts T・ &S.図版Ⅵ-7

前上顎骨。石山礼蔵の手紙は次のように話している。「巨大な上顎骨 2コ はイシダイ Oρ′9g―

ηαιんgs FascJα tts(TEMMINCK et SCHLECEL)と 同 定 し ま す 。 当 方 の ブ ダ イ ,イ シ ダ イ ,イ シ

ガキダイの骨格標本 と比較 した結果,明 らかにブダイ科ではありません。イシダイとイシガキ

ダイとよく似ていてどちらとも決 しかねたのですが標本 と比較 し,他 とも論議 した処,イ シダ

イと決定 しました。昔はこんな大 きなイシダイが沿岸に居たのでしょう。」

メバル  S9bα sォ9d どη9Tη Js C

石山礼蔵の手紙は次のように話 している。「前上顎骨 2は メバル S9bα s歩9s力 9Tη ,s(CuvER

et VttLENCIENNES)と 同定 します。当方の骨格標本 と比較測定 した結果です。」

マゴチ P,αιy cθρんαι2s,2J,ctts L.図版Ⅵ-9

左 の 前 饂 蓋 骨 。 参 考 文 献 と し て KIYOMATSU MATSuBARA and AKは A OCHhI(1955)が あ

る。

ト ラ フ グ  凸 写 切 Tα br,p9s TgbT'p9sT.&S,図 版 Ⅵ -10

歯骨。石山礼蔵の手紙は次のように話 している。「下顎 (3コ ),上顎 (1コ )は明 らかにフ

グ属 F,g2で す。中で もトラフグとマフグのいずれかではないかと思いますが,当方の骨格標

本 と詳細に比較検討 した結果, トラフグに一番近いかと思います。大 きさから考えてシマフグ

とも比較 しました。 3種 とも卵巣は猛毒ですが当時の人々はすでにフグの美味なことを知 って

居たのでしょう。毒のないサバフグかとも思いましたが,骨の頑丈な点で符号 しません」

クロマグロ Tん vη2包 d ttυ η■9d L.図版Ⅵ-11

石山礼蔵の手紙は次のように話 している。「この尾部扇状骨 (2コ )は最初 カジキ類かと思い

ましたが,マ グロ科であることが判明 しました。現在マグロ科魚類 7種の うち,ホ ンマグロ

Tん 2η22s ιんクηη2s(L。 )で はないかと思います。遺憾なが らホンマグロの骨格標本がないの

で,最後的な確定が出来かねます。大 きさか ら考えて もカツオのではありません。塩釜,石巻

はホンマグロの産地であ りますか ら,魚屋,料理屋などに依頼 して不要な尾部を譲 りうけて,

その骨格 と比較 していただ くのが一番よいと思います。」



出土 した魚のうちではマダイが圧倒的にその数が多い。しかしだからといってマダイを最 も

多くとったと言えるであろうか。骨でもくさりやすいもの,小さくて犬などが容易に食べてし

まうもの,道具の材料につかわれるものは残 りにくい。タイ類の頭骨でも,多 く出土するのは,

前上顎骨,主上顎骨,国蓋骨,前畑蓋骨,関節,方骨などであり,他の薄い骨,柔 らかい骨 ,

もろい骨は余 り残っていない。骨がおかれた環境,発掘の方法,採取の方法のちがいによって

も数はちがってくる。

マダイの骨は縄文時代前期中期を通じて大形である。つ りばりが大 きかったせいもあろうが,

マダイが当時松島湾で繁栄 していて大 きいのがたくさんいたので大形のつ りばりがつかわれた

のであろう。モリあるいはヤスによる刺突痕を確認することはできなかった。貝類は非常に小

さいものまでとっているのにくらべ対象的である。

最近季節変化と人間生活とのかかわりあいの研究が盛んである。マダイの釣 り期は 3月 から

11月 である。落合 明 (1973,P,709)|こ よれば瀬戸内海の香川県福田,安田,坂出,三本松

におけるマダイの最多漁獲日は, 4月 20日前後と5月 2～ 3日 である。松島湾内における魚類

目録及びその年間出現期とその多寡については,谷田専治,堀田秀之,菅浪晋一郎 (1957)の

論文がある。この論文によれば湾奥の九ノ島地先の箕建に於ける漁獲の資料によって次のよう

な事実が明らかになっている。

スズキ,ボ ラ,ク ロダイは秋季から冬季の水温低下に伴い,湾内から湾外に移動する。小達

繁の御教示によれば,縄文時代は水温が今より少し高かったとしても,やはり移動したはずで

あるという。繁殖のため一時的に湾内に入ってくる移動性魚類には次のものがある。

春季  ドテザメ,マ イワシ,イ シガキダイ, ヒガンフグ, コモンフグ,コ 芳,ヒ ラメ

夏季 ァカエイ,シ ョウサイフグ

冬季 ケムシカジカ

落合 明 (1973P,708～ 709)に よればマダイの生息場は海底が岩礁または砂礫質で起伏に

富み,水深30～ 150m,海水の流通が良好で,沿岸水の影響が大きく,冬季の最低水温が 8～ 15

℃であるような条件を備えていることが必要である。現在の松島湾は海底泥土が厚 く堆積 し,

水深は浅 く,冬季の最低水温は佐藤勝重,佐々木実,菅野 尚 (1965)に よれば4,7° (塩釜に

おける昭和28～ 37年の 1月 の平均水温)であり,マ ダイがとれることは珍 しい。

3.四肢動物

貝類 と同様,資料の良し悪 しにより3段階の採取方法が行われた。頭骨は破損 しやすいので

とりあげる時注意を要する。同一個体と認められるものは他のものをまぜないで 1つの袋に収納 し

(1)ク ロダイは親魚だけ移動し,幼魚は残留する。



た。歯が抜けやすいものは土中からとりあげる時及び水洗いをする時歯が抜けてしまわないよ

うに注意した。発掘の際は骨をいためないように,地下たびやズック靴をはき,キ ャラバンシ

ューズははかないようにした。発掘用具 も金属製のものでなくttべ らや箸が良い。

発掘は金子浩昌 (早稲田大学)の御指導をいただいた。

種の鑑定については鹿間時夫 (横浜国立大学)の御指導をいただいた。鹿間によれば鑑定の

できる人は日本で も数少 く,鑑定しようとすれば時間がかかるし,標本がそろっていないとい

う。標本には成長したオス,メ ス,子の 3体が少 くとも必要である。しかも個体差 もある。

考古学の報告書の多くは資料としてつかえるものは少い。いたずらに学名をつかっているも

のや骨についての記述がない報告書が多い。鑑定の専門家でない場合には,専門家に鑑定して

いただきその専門家の氏名を明記することによってその報告書の信頼度が高まるのであるが,

鑑定者が誰か書いていないうえ,骨についての説明や測定値,学名を決定した根例を書いてい

ない報告書が大部分である。

なお国立科学博物館分館 (長谷川善和の好意による)及 び東北大学理学部地質学古生物学教

室 (小高文夫,森 啓,野田浩司の好意による)で貴重な標本や文献を見せていただいた。特

記して謝意を表する。

出土 した動物は,ウ ミガメ科,マ イルカ科,ネ ズミイルカ科,イ ヌ,ヤ マイス,タ スキ,ア

ナグマ,カ ワウソ,ア シカ科,イ ノシシ科, ヒトなどである。ウミガメ科の遺物については,

松本彦七郎 (1930 P.37)が 大木囲貝塚から cα T9ιια οιテυαc9α (E.)力 S出土したことを報

告している。アシカ科については金子浩昌 (1968)の報告がある。

ここでは今回出土したもののうち一番良い資料であるイノシシ科の頭蓋骨について述べる。

イノシシ科 Suidae 図版Ⅶ

C F44L 4か ら出上 した。伴出土器は大木 2b式が大部分で他に大木 2a, 3式が少数出土

した。

この頭蓋骨は前顎骨,顎骨,鼻骨,涙骨,前頭骨,日蓋骨が残存している。歯は左側では,

II-2,C~M3が あり,10は歯槽がある。M3の後部の歯冠はやや欠けている。右狽1で は Iュ _2,

C,P4,Mi 3の歯があり, 13は歯槽が残っている。P13歯冠部が欠けている。

前頭骨と鼻骨間の縫合線,昇骨後部の縦に走る縫合線,前頭骨の縦に走る縫合線は消えてい

る。歯はす リヘっている。成獣の雄である。

東北大学理学部地質学古生物学教室で,青島出土の ηどんο ιο2Js,響 出土の ι9,々α2,宝 ヶ峰出

上の ιθJzα2,葛生出土の ′yJ9たん9 rJ等 を見せていただいたのでこれらと比較 しながら以下記述

を進める。



まず頭蓋の測定値は以下のごとくである。単位はmm以下は四捨五入した。

前頭骨の中心線の先端の点から顔面における鼻骨の先端までの長さ

眼寓の前端から鼻骨の先端までの長さ

側頭寓の前端から鼻骨の先端までの長さ

前顎骨の斜めの長さ

前頭骨にある経線状の 2本の濤の距離の最小値

同上の濤の長さ

昇骨の最大巾

C直前の緊縮部における吻の巾

P4の後部における吻の巾

眼冑下孔における吻の巾

Cの稜上における昇口部の巾

Cの上にある稜の長さ

13の 内側における日蓋の巾 (歯槽縁における最小値を測定した)

Cにおける「■L

P3における同上

Mlにおける同上

M3における同上

左右のMlを含めた口蓋の巾 (最大値、歯は歯槽縁において測定)

M2における同上

M3における同上

前日蓋孔間の横のひろがり (最大値 )

前日蓋孔の長さ

顎骨の高さの最高値 (歯槽縁から)

220

286

275

175

27

107

48

55

55

54

105

55

45

48

49

42

34

82

86

88

19

20

82

以上の測定値をみると,大 きさでは松本彦七郎 (1930 pp.85-90)によって報告された響

出上の S2sηゎροttCttd MITsuMoTO ι9'2α■ とほぼ同じで巨大である。しかし非常にちがって

みえる特徴は,響の Svsの鼻が平べったいのに比 し,大木囲貝塚の鼻は細長いことである。こ

の特徴を測定値で表わしてみよう。P4の後部における吻の巾と顎骨の高さの最高値 との比に100

移かけた値は,青島の ηJんο ttο ηJsが101,響の と9jzαηが103,大 木囲貝塚のが67である。手 も

とにある現在のブタめ標本では55である。C.C.YouNC(1932)に よって報告された周口店の



′y,9んん9Tど の特徴の 1つ として鼻が平べったいことが あげられる。

歯の測定値を以下にあげる。

長  さ

右 右

左

右

左

右

左

右

左

右

左

11

左

右
12

左

13歯槽

15。 2

15。 8

15。 2

17.3

8.0

94

10.9

9.5

12.4

13.0

9,0

89

6.6

5.8

8.3

8.0

5.0

5.8

8.3

9.0

146

12.8

13.0

17.3

17.3

24.3

24.5

40.8

41.8

14.7

14.0

19。 3

19.4

23.0

22.6

25.2

25.4

P3

PI

P2

右

左

右

左

右

左

P4

MI

M2

Ma

o                            5cm

図 10 骨 角器 (実物大 )

112は周口店のにくらべやや小さい。Plは周口店のにくらべずっと小さい。P29は響出上の

ι9,々αηのそれとほぼ同じ測定値を示 している。 Maの大きさは周口店の Jy」θん膨ヶテのそれと同

じくらい大 きい。しかし歯の大きさには変異がある。たとえば周口店の ′ヶ」9ん能Tう の臼歯の

L/W× 100の値をみると,Mlの最小値は91,最大値は117。 M2の最小値は108,最大値は124。

M3の最小値は163,最大値は181である。大木囲貝塚出土の頭蓋骨のL/W× 100と 他の Svdの

値を比べてみると以下のごとくである。



大 木 囲 青   島

″ι駒 あ打i餅

109

106

116

116

180

180

と9Jzαη

120

116

124

117

171

171

葛  生

力」θんん?T'

50.8

50。 2

79,9

8o.6

175

123.5

右

左
一
右

左

右

左

Mi

M2

M3

8‐9

89

105

108

161

164

なお葛生の資料は葛生の馳g.血61685の歯槽で測定
.し

ている。青島はReg.No59935。響は

Rego No59934で ある。

大木囲貝塚出上の頭蓋骨のL/1X100の値は,葛生の ヵ虎たんθケ
'(Reg.No61685)の

率や

用口店の ヵ,9々んθTJの率の最小値に近い。しかし S包

`″
ヵροηぢC,GM.の場合にもこの率の値

に変異があり,大木の■/W× 199が , 1つの種の中で最小値に近く,響の Sus‐ の率が最大値

に近いとも考えられる。したがってL/W X100の率 ′y」崩んθT,と 同じだからと言って,「大木

囲貝塚の頭蓋骨はヵ,どんん9″ Jで ある」とは言えない。

Cのエナメル帯は下部に1す じあるだけで,そのはばは受団 (最大値)である。測定値は次

のとおりである。

前日歯列長

臼歯列長

|こ

十二
M3の歯槽後端からCの歯槽前端までの長さ (C剌う

M8の歯槽後端からPlの歯槽前端までの長さ (Pl― Ml)

臼憶列長は青島 (右73,左 75)や磐 (右76,左 76)の それより長く,周 口店のを,?んん9,テ の

それ (34mm)よ りも短い。

24



鼻骨の後端の位置をみると,周 口店の ′g'9ん 能TJでは Mlの 前端まで伸びているが,大木囲

貝塚の資料ではPlと P2の 間にあり,響出上の ヵ滋αηではP2の上にある。

後口蓋孔の位置は周日店の ιy'9脇 9TJで はM3の第 1葉 と第 2葉の間にあり,大木囲貝塚の

資料ではM3の第 2葉前部から第 1葉にかけてあり,青島の 2どんοとοttGではM3に ある。以上

の 3例では後口蓋孔の位置が次に述べる2例 にくらべやや後に位置 している。響出上のι9」定αη

では M3の第 1葉からM2の後葉にわたっており,宝 ヶ峰出上の ι9,zαη (Reg No59940)では

M3の第 1葉中部からM2の後葉にわたって位置 している。

眼寓下孔の位置をみると,周 口店の ′υJ9ん能 Tテ ではMIの前根のところにあり,宝 ヶ峰のι9-

」zαη及び青島出上の 物Jんο ιοη,sで はMlの 中ほどからP4の前根に位置 しており,響のι9テぇαη

ではMlの前根からP4の前根にあり,大木囲貝塚の資料ではMlの前根からP3と P4の 間に位

置する。

以上から判断すると,大木囲貝塚のイノシシ科の頭蓋骨は響出上の 歩9テ芝αηに最 も近い。類

似点は次のとおり。

全体の大きさが巨大である

P2→ の長さと巾

鼻骨の後端の位置

眼冑下孔の位置

しかし大木囲貝塚のものが,テ y」9脇9T,や S2s2Jppο 2Jcvs MATSuMOTo とちがう点は,鼻が

それほど平べったくないことである。したがって大木囲貝塚出上の資料は stts ηヵpο ηJCS M・

と9諺αηに最 も近いが,学名を決定することができなかった。

大木囲貝源の脳笹部は脳を食べたため割られてしまったのかもしれない。

鹿間時夫 (1949 p.80)に よれば,こ のような巨大な Svsは本州においては更新世中期に

突然出現し,新石器時代になると大きさも大きく,数 も多くなったという。特に東北地方には

多く,大木囲の人々の食生活は魚類,貝類,シ カ類,イ ノシシ類の動物に主として支えられた

のであろう。

Svs ηjppοttc,sM.については松本彦七郎 (1930)が詳細に報告しているので参照 された

いc

4.鳥

鳥類の骨 もかなり出土している。標本をつくりながら検討したが種の同定はむずかしい。現

在国立科学博物館分館で査定していただいている。

松島における鳥については田中完一,竹丸勝郎 (1970)の報告がある。



5.糞 石

今回の試据の結果18点の糞石を得ることがで:き た,図版 I― D-1は ,断面にたくさんの魚

骨がみえる。図版 I― D-2は完全品で長さ45mm,長径2軸mで,骨は図版 I― D-1の資料ほ

ど著 しくない。

長谷部言人 (1919)は ,大正 7年大木囲貝塚から糞石を発据したことを報告し「其魚骨を包

蔵するを以て察するに人の住所に近 く出没 し或は飼養せらるる食肉獣の糞の化石せるものなる

べし」と論じている。長谷部は糞石の定性分析を嘱し,そ の結果についても述べている。

一方吉生物学では,糞石の形によって動物の種類を推定する研究がなされて来た。(WALTER,

H.et al. 1968)

ところが最近糞石が人類のものか他の動物のものか区別できる方法が開発された。これは,

ERtt O.C ALLEN(1967)に より開発された方法で糞石の中からは,種子,植物の結晶体,花粉 ,

葉,動物遺存体 (毛 ,骨,殻 ,ウ ロコ),寄生虫の卵,ダニ類などが発見され,当時の食物,人

々の健康状態,調理の技術,居住 していた季節,生活環境などが明らかにされてきている。

しかし人間の糞は,よ ほど特殊な状況におかれないとくさってしまう。また CAと LENら の方

法は有機質が残っていないとできないから,ア メリカの乾燥地帯の資料でもせいぜい2,000年

前 くらいまでしか反応 しない。まして大木囲貝塚の糞石に CAをLENら の方法をとっても人の糞

かどうかはわからないであろう。人骨の腹の部分に糞石が消化器官の形になって出土すれば人

のものであろうが,犬の糞などがまぎれ込む可能性があるので注意せねばならない。(八巻正文)



Ⅲ.分布調査 (図 11)

A.調査地域

昭和47年度に調査員福田友之によって行われた「ボーリングによる埋蔵貝層分布調査」地域

の外の地域の調査を行った。但し沼地は除く。沼地は昭和49年度にボーリング調査を行う計画

である。調査面積約135,000苫

B. 目 白t

3つの大きな目的を持って調査を行った。 1つ は環境整備を行 うにあたり,ど こにどんな施

設をつくるか等全体計画をつくる為の基礎資料の作成である。この点で分布調査は他の事業に

先がけ行うべきであった。また大木囲貝塚を全面発掘することは容易でないので,集落の想定

や大木囲の歴史の概略をつかむには分布調査が必要である。また今後 さまざまな発掘が行われ

ようが,こ の分布調査により,発据の目的に応じて発掘地点をある程度限定できるようになる。

C.方 法

史跡の概略を早 く知ることが必要なので試掘はせず地表における遺物の散布状況の調査及び

ボーリングによる埋蔵貝層 (或は遺物包含層)の確認調査を行った。

D.経 過

笹やフジ,ク ズのつる,雑木が繁茂している地域は入っていくことさえ容易でなかった。刈

払いは人夫が鎌により,私が刈払機で行った。刈払機をつかうと1日 1,500～ 2,000面 刈払うこ

とができた。しかし重労働であり,危険であるうえ,笹にあたるとすべって切 りにくく,密林

では動きがとれなかった。はじめ面で刈払っていたが能率が悪 く線 (調査の地区設定の為の方

眼線)で刈払っていつた。しかし夏,密林の中は昼なお暗く,人夫がこわがって進まないの で

一時中止 し,秋から冬に再度行った。除草剤 もつかってみたがねだんが高 く,水を運ぶのがた

いへんで,火事になりやすいし,桜の木などを枯してしまった。しかも雑草はなかなか枯れな

かったので中止 した。分布調査は雑草が繁茂していない土地買上げ直後,或は畑で遺物がみえ

やすい時行うべきである。

刈払 う線の設定はトランシットを使用した。 トランシットを基準杭上に立てポールで方向を

みてその線を刈払いそのあと15m間隔で太い杭を打ち,杭には地点名を記入した。

調査はまず地表に散布している遺物を地形図に記録し,次に貝の散っている地域はボーリン

グにより埋蔵貝層があるかないかをしらべた。ボーリング棒はlmの長 さのソイルオーガー及

びスクリュー型ソイルオーガーを使用した。さらに15mご とに,地区割の基準点でボーリング

を行った。



E.結 果

表面採集では,て らやまから近世の陶磁器片,瓦片が採集された。WGA25地点付近か ら須

恵器片が採集された。

貝殻は史跡内のあちこちに散布しているがボーリング調査により埋蔵貝層が発見されたのは

EA00～ 05の付近だけだった。この埋蔵貝層を福田友之 (1973)のA,B貝層群の呼称になら

い,C埋蔵貝層と名づける。
1)DK15地

点付近の平地にはおびただしい貝殻や土器片が散布して

いる。しかしボーリング調査では埋蔵貝層は確認できなかった。これは台地の高い方から流さ

れたものであろう。

大木囲の丘の北部は,切立った建になっている (図 3参照 )。 そのためであろう貝塚は平ら

な浜のある丘の奥部に形成されている。また天然の要害にもなっており,丘陵先端には見張 り

小屋があったかもしれない。

F.勧 告

前述したとおり,調査したところは刈払った地区だけであり,調査の為の地区割の方眼線か

らはずれた地域には遺構がないとは言えない。また方眼線で刈払った地区でも枯葉などが厚 く

堆積していたところにも遺物がかくれているかもしれない。検土杖はlmでありlm以上深い

ところには埋蔵貝層がかくれているかもしれない。したがって工事の際には事前調査が必要で

ある。

草木の伐開には最 も苦労 した。余 り刈払わなくとも良いように環境整備する必要がある。そ

れには苑路を整備 し常緑樹を植えるのが良い。苑路は人が歩 けば草ははえないし,常緑樹を植

えれば下車 も余 りはえなくなる:)枯車は山火事の危険 もあり,地境界は刈払わねばならない。

また歴史公園なので適当な場所に広場が必要である。貝塚のある台地は盗掘などを防 ぐなどの

管理の便か らも雑車を刈払い見通 しを良 くせねばならない。この地域は縄文時代には住居があ

り,森になっていたと考 えられるので,見通 しが悪 くならない程度に植栽する必要がある。

史跡の整備は開発著 しい七ケ浜町において,緑地 として,公園として重要になっている。し

たがって値栽は欠 くべか らざるものであるが,貝塚のある中央台地には,単に木をうえるので

はなく,縄文時代の人々の生活 とかかわ りの深い木を遺構のないところに植 えるようにするの

が良い。史跡内には山菜 も多 く訪れる人 も多い。クリやクル ミなどの果実のなる木をうえ,入

場料をとって山の幸の狩 りを楽 しんで もらうの も良い。維持,管理を考 え,七ケ浜町の住民が

活用できるような環境整備をする必要がある。

1)こ の地区から尖底土器片が採集された。縄文晩期の製塩土器である。

2)明治神宵では植栽以来余り手入れはしていない。
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があ

昭和48年度の環境整備に当って,多 くの方々から指導,鞭達をいただいた。銘記して謝意を
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↑B土器片、陶片 ↓D糞石 (Coprolites)

C 骨角器

図版 1 大木囲貝塚出上の遺物
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図版Ⅲ 大木囲貝塚出上の石器・石製品
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図版Ⅳ 大木囲貝塚出上の貝



図版 V 大木囲貝塚出上の貝
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図版Ⅵ 大木囲貝塚出上の魚骨



図版Ⅶ 大木囲貝塚出上のイノシシ科の頭蓋骨
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にめじは

史跡「大木囲貝塚」環境整備事業の一環 として,当貝塚の現生植物の調査を委嘱

された。

筆者は委嘱の趣旨にそうため,本文  1.調査計画の項の如 き計画を立て,第 1

回調査 (昭和48年 8月 20日 )よ り第 8回調査 (昭和49年 2月 3日 )ま でに観察 し確

認 した植生の概観 と植物相,特に所産植物目録をあげ,貝塚の発堀ならびに環境の

保護育成・展示活用などの関連を考え,必要と思われる事項として,各種類の学名・

和名・漢名,分布一当地区内 (A・ B oC eD・ E・ F・ G,後出植生概観および

植生地区 。写真参照)。 国内 。国外,植生・花期 (月 ),利用,そ の他の事項を併記し

た。

この調査は,年度半ばか ら始めた関係で,未だその一斑を垣間みたに過 ぎない。

従って調査の内容 も十分とはいえないが,ひ とまず第一次調査報告として整理し発

表 した。調査を進めるに当って,便宜を与えられた当史跡調査員八巻正文氏および作

業員の方々に深 く感謝の意を表わしたい。



1.調 査 計 画

A.委嘱された事項

史跡「大木囲貝塚」環境整備事業にかかわる試掘調査,植物分類学―大木囲貝塚の現世植物

を調べる。

1.目  的

a,原始時代と現在との相違

b.気候の変化

c。 人間生活と植物 大木囲貝塚に生えている植物は何に使われたか

d.環境整備と植物 林や森の保存

2.方  法

a・ 種類のリス ト

b.分  布

C・ 用  途

d.標  本…消滅したり,変化したりするので資料の保存

e。 保存すべきものの範囲

B,実 施 事 項

第一次実施事項 (昭和48・ 49・ 50年度)

1.基本調査 (昭和48～49年度)

全地域を一通 り観察し概観する。

a.写真による記録,植物景観 。植生・個々の植物など

b.採集標本の作成 保存用 (新聞紙)・ 展示用 (台紙)

c.観察記録 形態・分類・生態に関すること,茄芽・開花″結実・紅葉 。落葉など

d.カ ードによる整理 (台帖)学 名・和名・漢名,分布,植生・花期,利用,そ の他 必

要事項など

e・ 植生地図の作成

2.精密調査 (昭和49～50年度)

季節を追って毎月 1～ 2回 ,全地域を巡回し観察・採集・写真や記録による調査をする。

a.季節による変化をカラー・モノクロ写真に収める。植物景観,代表的植物の商芽 。開

花 。結実 。紅葉・落葉など



b.未発見の植物の精査 (1.一 a.～ d.に準ずる)

o・ 隣接周辺地区の植物調査 (移植活用,つ ぎの3.～ 4.の項の資料として)

第二次実施事項 (昭和50・ 5卜 52年度)

3.保護育成 (昭和50～ 51年度)

文化財としての保護とともに,積極的な育成をはかる。

a.自然区 (自然そのままに)。 半自然区 (管理して植生のバランスをとる)。 人工区 饒

掘した地域の保存展示)

b゛ 隣接周辺地域の植物の移植と育成,森林・草地などを育成

c.で きれば現在の地域以上に,借景となる周辺の自然移緊急に保護と確保

4.展示活用 (昭和51～ 52年度)

史跡公園として整備し,資料館なども設置して,学校・社会教育の分野で活用する。

ar.観察路をつくる。員塚や自然を観察しやすいように整理し,名札や説明板・資料など

の用意

b・ 資料館の設置 関係資料の収集保存,さ らに展示

c.教育活動 考吉・自然の学習教室,観察 。見学会,各種の講座などの実施

d.専門学術 (特に考古学を中心とした)研究センターとしての活動



2.調 査 結 果

(I)植 生 概観

当地域の植生状況については,なお精細な観察調査を必要とするが,現在までの調査ではつ

ぎの如 く7地区に区分するのが適当であると考える。

A:台地上旧耕作地区 (主 として貝塚分布地区)

B

C

D

E

F

G

スギ・ クロマツ 。落葉広葉樹林地区

低地・湿地・沼沢地区

竹林・落葉広葉樹林,同伐採地区

アカマツ・ナラ林,同伐採地区

西斜面旧耕作地区

西側断崖地区

(註 :3.付 録 (1)植生写真 1～ 23お よび (2)植生地図 参照)

なお,各地区の植生状況については,次年度の観察調査を加え,資料の整理をまって詳細な

報告を行ないたい。

(2)植 物 相

植物相の詳細については,観察調査の途中でもあるので,次年度の調査を実施 した上で発表

することとし,第 1回調査 (昭和48年 8月 20日 )よ り第 6回調査 (昭和48年 11月 4日 )ま でに確認

したもので,種・変種・品種を含めて,73科 245種類の所産植物目録を示 した。

なお,各種類の記述は,学名・和名・漢名,分布―地域内 (A・ B・ C・ D・ E・ F・ G,

前出参照)。 国内 。国外,植生・花期 (月 ),利用,その他必要事項とした。なお,学名および

和名,分布,植生 。花期などは,大井次二郎著 :日 本値物誌 シダ篇・顕花篇 改訂新版 (昭

和47年 6月 至文堂)に準列した。また,学名・和名の一部や漢名,利用やその他については,牧

野富太郎著 :牧野新日本植物図鑑 (昭和45年 4月 北隆館)を参考とした。

所 産 植 物 目 録

PTERIDOPHYTA羊 歯 植 物

Equisetaceae    ト ク サ 科

1.Equisetum arvense Linn.ス ギナ 問剤

A・ C,北海道 。本州・四国 。九州,北半球暖帯以北寒帯,平地や山地の日当りよい草地・

裸地に普通,一Ⅲ一Ⅵ―,ツ クシ(土筆)は食用,ス ギナ(杉菜)は若葉を食用。



Osmundaceae ゼ ン マ イ 科

2.Osmunda iapOnica Thunb. ゼンマイ

B,北海道 。本州・四国 。九州・琉球,南樺太・朝鮮・台湾・ 中国 。ヒマラヤ,山地や原野

・水辺に普通,一Ⅳ一 V(一 X)一,若 い葉 をゆで乾燥 して貯え食用,銭巻の意味で胞子葉が巻

いて円るいのを銭にたとえた。

Pteridaceae ヮ ラ ビ 科

3,Pteridium aquilinum(Linn。 ) Kuhn var.lajusculum(Desv。 )Underw. フラビ 蕨

A・ B・ D・ E・ F,北海道 。本かN・ 四国 。九州・琉球,朝鮮 。中国・樺太・南千島・ カム

チ ャッカ・ シベ リア・欧州・北米東部,種 としては世界の熱帯および温帯に広 く分布,一Ⅷ一

X―,日 当 りのよい山地斜面に普通,若い葉を食用,根茎を打 ちくだいて澱粉をとる。これを

蕨粉 といい,食用や糊の原料 とする。残 りの茎 を蕨縄 とする。フラビのワラはか ら(茎)に通 じ,

ビは食用になる実質のある ミ(実 )の転化 とする説がある。

Aspldiaceae ォ ン ダ 科

4,OnOclea sensibilis Linn.  コウヤワラビ

BoC・ D,北海道 。本州・ 四国 。九州,朝鮮 。満州・南千島・南樺太 。東シベ リア・北米 ,

一Ⅸ一 X―,原野・水辺など湿った所にやや普通,高野蕨 高野山 (禾日歌山県)に産す ると思わ

れた。

も.Polysjchum retroso― paleaceum(Kodama)Tagawa サヵゲイノデ

B,北海道 。本州 。四国 。九州 ,山 中の林地,猪の手,鱗片を密にかぶったこぶし状に巻い

た若い葉をイノシシの手にたとえた。

6。 Rumohra Miqueliana(Maxim.)ching ナライシダ

B・ G,Jヒ穏這 。本州 3四国 。九州,朝鮮 。中国,山中の林肉,奈良井羊歯 明治13年 (1880)

長野県西筑摩郡奈良井で採集 したによる。

7.Dryoptens lace俗  (Thunb。 )O. Kuntze   クマワラビ

B・ D,刺 寸寸・四国 。九州,朝鮮・満州,山地の林困,熊蕨は葉柄茎部の黒 っぽい鱗片が密

生するのを,熊が多毛であるのになぞらえた。天葉の羽片は葉身の上部にあって,冬期に枯れ

て落 ちる。

8,D.mondcola(Makino)Co Chr. ミヤマベニシダ

G,北穏這 。本州 。四国,朝鮮・雨満州,ブナ帯以上の林下に生える。深山紅羊歯―はベニヽシ

ダに似て深山に生えるの意。



9。 Lastrea totta(S chltdl。 )Ohwi  ミゾシダ

G,本州・四国・九州 。琉球,朝鮮・台湾 。中国 。マレーシア・印度・ アフリカ,山野の湿

った所 に普通,濤羊歯は濤附近の湿った所に多くみられる。

10。 Lo oligophlebia(Baker)copel. ヒメフラビ

B,本州 (宮城県以雨)・ 四国 。九州・琉球,朝鮮 。中国 。台湾・ ミクロネシア・濠州,低地

・丘陵地の薮林に普通,姫蕨は葉がワラビに似ているが細裂・ うす くて弱い感 じによる。

11.Athy� um grammitoides(Presl)Milde ホソバシケシダ

G,北海道 。本州・ 四国 。九州,低地・低山地の日蔭に普通,変化が多い,細葉湿気羊歯の

意。

12.A.Yokoscense(Franch.et savat.)H.Chr.ヘ ビノネコザ,カ ナクサ

D,北海道 。本州 。四国 。九州,樺太・朝鮮・満州 。東シベ リア,低地や山地に普通,変化

が多い,蛇の寝御座の意味,カ ナクサは金車の意で,鉱山の坑道や鉱石の捨場によく茂 るによ

る。

13.A.niponicum(Mett.〉 Hance  ィヌフラビ

G,北海道 (南西部)。 本州・四国 。九州,朝鮮 。満州・中国 。台湾,低地・丘陵地に普通,

犬蕨は普通にあって利用価値のないフラビの意。

14.Ar �dalii(Franch.et Savat。 )Nakai ャマイヌワラビ

B・ G,北海道 。本州 。四国・九州,朝鮮・台湾,山中林下に普通,変化が多い,山犬蕨

は山地生のイヌワラビの意Э

Aspleniaceae  チヤセンシダ科

15.Asplenium incisum Thuib.' トラノオシダ

B・ G,北海道 。本州 。四国 。九州・琉球,樺太・南千島・ カムチャッカ 。朝鮮 。満州 。中

国,低地・丘陵地に普通,中軸の下半部下面が栗褐色,虎の尾羊歯は細長い葉の形を虎の尾に

みたてたが,実状にそわない。

SPERMATOPHYTA種 子 植 物

Pinaceae   マ  ツ  科

16.Pinus dens‖ lora Sieb.et Zucc. アカマツ,メ マツ

B・ E,北海道 (南部)。 本州・四国 。九州,朝鮮,山野に最 も普通,品種 も多 く,ク ロマツ

との雑種 もある,一 V一Ⅵ― ,材は建築・器具・土木用,松脂はテレビン油の原料。



17.P.thunbergtt Parlat. クロマツ,オ マツ

A,本州 。四国 。九州,南朝鮮 (島 ),海岸地方に自生,変種が多い,一 V一Ⅵ―,材は建築

・土木用,幹から松脂,葉から香油。

Taxodiaceaeス ギ 科

18.Cryptometta iapOnica(Linn.fil。 )D.DOn スギ 倭木

B・ D・ G,本州 。四国・九州 (日 本特産)自生,普通は植林,一Ⅲ一Ⅳ―,種の用途は広 く,

主要樹木の一つで園芸品種 も多い。

Cupressaceae  ヒ ノ キ 科

19。  Chamaecypa� s obtusa(S ieb.et zucc.)S ieb.et Zucc. ヒノキ

B・ G,本州 (磐城 。関東以西)。 四国 。九少Nに 自生,各地に栽植,品種はなはだ多い,一Ⅳ

一火の木の意味で,大昔の人がこの木をこす り合せて火を出したことによる。Mは用途広 く建

築材など。

ANGiOSPERMAE  被 子 植 物

MONOCOTYLEDONEAE単 子葉植物

Typhaceaeガ マ 科

20.Typhaほ jfolia Linn. ガマ 香蒲

C,北海道 。本州 。四国・九州 (南部),北半球温帯全般,沼沢地や水中に群生,一Ⅵ―Ⅷ― ,

花粉は蒲黄と称し薬用,葉はむしろや敷物。

21.T.o�enね liS Presl  コガマ

C,本州 。四国 。九州,中国・ フィリピン・ウスリー,池・沼の水中に群生,一Ⅶ一Ⅷ ―。

Gramineaeイ ネ 科

22.PhyIIostachys bambusoides Sieb.et Zucc.  マダケ 苦tt

D,東北以北の寒地を除き広 く栽植,中国原産,一Ⅵ―,再は竹細工用,筍は食用。

23.Arundinatta chino(Franch.et Savat。 )Makin9 アズマネザサ,シナガワダケ

B・ D・ E,本州 (関東北部より東北南部),一Ⅵ―。

24, Calamagrosjs arundinacea(Linm.)ROth var.brachyt� cha(S teud.)Hack.



ノガリヤス,サ イ ドウガヤ

E,北海道 (西南部)。 本州・四国・翔吋‖,欧亜大陸,丘陵地・ 山地に最 も普通, 一Ⅷ一 X

25.C.epigeios(L inn.)Roth ヤマアワ

D,北海道・本州・四国・九州 ,ア ジア・欧州・北米の温帯,平地・山地の草原や林間,近

海の砂地,一Ⅶ一Ⅸ― ,山粟は山地にはえ花穂が粟に似ているの意。

26.Avena fatua Linn.カ ラスムギ

A,日本その他温帯地方,欧州・西アジア・北アフリカ原産,平地や廃地,一Ⅳ一Ⅶ―。

27.Achnatherum pekinense(Hance)Ohwi  ハネガヤ

C,北海道 。本州,東シベ リア・中国北部・朝鮮 。樺太 。南千島,山地草地や林地,一Ⅷ一

Ⅸ―,羽茅 Stipa penhata Linn.の 羽状毛 に名付けられたもの。

28.Leersia oryzoldes(Linn.)Sw.エ ゾノサヤスカグサ

C,北海道・利 寸‖・四国 。九州,北半球温帯地方に広 く普通,水湿地,一Ⅷ一 X―。

29.Zizania lajfolia Turcz. マコモ 菰

C,北海道 。本州 。四国 。九州・琉球,東シベ リア 。中国・ インドシナ・台湾,沼・池や薄

中に群生,一Ⅷ一 X―,コ モヅ/と いうのは一種の菌に犯 された茎の芽で,琉球・台湾および

中国で食用。

30.Phragmites communis Trin. ヨシ,キ タヨシ, アシ 直

C,北海道 。本州・四国 。九州,世界の温帯・暖帯・亜寒帯一般 に広 く分布,沼 。河など水

湿地に群生,一Ⅷ― X―,ア シは秤 (は し)の変化 した もの,ヨ シはアシが (悪 )に通ずるので こ

れを嫌って名付 けた。

31.Eragrosjs ferruginea(Thunb。 )Beauv.カ ゼクサ, ミチシバ

A・ C,本州 。四国 。九州,朝鮮 。満州・ 中国 。ヒマラヤ,平地の路傍や堤防に群生,一Ⅷ

一 X―。

32.Pennisetum alopecuroides(Linn.).Spreng.チ カラシバ, ミチシバ

A・ C,北海道 (西南部)。 本州 。四国 。九州・琉球,中国・朝鮮・台湾・ フィリピン,平地 ,

P草原路傍に最 も普通,一Ⅷ一 Ⅸ― ,子 どもが茎を使って強 さ比べをして遊ぶ。 ~

33.Seね�a �市dis(Linn。 )Beauv. エノコログサ 狗尾草 。秀

A・ E,北海道 。本ナN・ 四国 。九州,世界の温帯に広 く分布 ,平地の車原や路傍に最 も普通

一 Ⅷ一 Ⅸ― 。

34.S.�ndis(L inn.)Beauv.fOrma purpurascens Maxim.ム ラサキエノコログサ

F,花序が紫色。           |



35。 S.fabe� Herrm. ァキノエノコログサ

F,北海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮・満州 。中国・台湾,北米に帰化,草原や路傍,一Ⅷ

―Ⅸ―。

36.S.giauca(Linn.)Beauv.  キンエノヨロ

F,北海道 。川 (H・ 四国 。九州,北半球温帯一般,草原や路傍・廃地に普通,一Ⅷ― X― ,

花穂が黄金色σ

37.Oplismenus undulajfolius(Ard.)ROemer et Schultes ケチヂ ミザサ

B・ D,北海道・本少N。 四国 。九州,朝鮮 。中国か ら旧世界の温帯・暖帯・亜熱帯,丘陵地

林内蔭地に群生,一Ⅷ― X―,縮み笹の意。

38.Echinochba crus― galli(L inn。 )Beauv.var crus― galli  イヌビエ 野稗

C,本州・四国 。九州,世界の暖地・熱帯 に広 く分布,原野の廃地・路傍・濤辺に叢生,一

Ⅷ一 X―,犬稗は食用にならないヒエの意。

ケイヌビエ (Panbum Crus― gttli Linn.var echinaね 。Makino)C,穂毛は黒紫色剛毛 ,イ ヌ

ビエに含める。

39.Isachne globosa(Thunb.)O.Kuntze  チゴザサ

A・ C,北海道 。本州・ 四国 。九州,中国 。東南アジア・ オース トラリア,湿地・濤畔に群生 ,

一Ⅵ―Ⅷ―,稚児笹の意。

40.Miscanthus sinensis Anderss ススキ,カ ヤ 亡

A・ B・ D・ E・ G,北海道 。本州 。四国 。九州・琉球,南千島・朝鮮 。中国・台湾,内陸

の山野に大群落,変化が多い,一Ⅷ一 X―,花穂をオバナ (尾花 )と いい秋の七草の一つ,カ ヤ

は刈屋根の意で屋根をふ く。

41.Spodiopogon sibincus Trin. ォォァブラススキ

E・ G,北海道 。本かN。 四国 。九州,朝鮮・満州・中国・ シベリア,山野草原に普通,一Ⅷ

一 X―,大油ススキの意δ

42. Microstegium vimineum(Trin.)A.Oanus var.polystachyum (Franch.et Savat,)

Ohwi  アシボソ

E,北海道・本州・ 四国 。九州・琉球,朝鮮 。中国・台湾 。マレーシア・ インド・ コウカサ

ス,原野・林地内,一Ⅸ一 X―,脚細の意で脚部の茎が上部より繊細なるによる。

43.Attraxon histtdus(Thunb.)MakinO コブナグサ

BoC,北海道・利寸‖・四国。九州,ア ジアおよびアフリカ東北部(?)熱帯一般,いたる

所の田畦。原地・林中に群生,一Ⅸ一�―,八丈絹(ノ或 島)の黄色染料,小鮒草の意で葉の形

による。



44.Themeda iapOnica(Willd.)C.Tanaka  メガルガヤ,カ ルカヤ

E,刺 ‖ヽ・四国 。九州,朝鮮・満州 。中国・ インド,丘陵地,一Ⅸ一 X―,刈 カヤは屋根ふ

きのため刈 る車の意。

cyperaceae  カヤッリグサ科

45. Cypetts orthosねChyus Franch.et Savat.   ウシクグ

C,北穏這・利 ‖|・ 四国・翔 11,朝鮮・中国 。満州・ ウスリー・ アムール・ ダフリア,膨lll

に普通,一Ⅷ一 X―,午クグはクグがカヤツリグサ類の百名。

46.C.micЮ i�a Steud. カヤッ リグサ,キ ガヤツ リ

A,本州・四国 。九州,朝鮮・摘州 。中国,車地 。畑地や荒地に最 も普通,一Ⅷ一 X―,蚊

帳釣車は茎を子 どもの遊びに使 う。

47.Scirpus wichurae B6cklr  アブラガヤ,ア イバソウ

C,北海道 。本州 。四国 。九州,湿地に普通,変化が多い,一Ⅷ一 X―,油 ガヤは花穂が油

色で油 くさい。

48.S.t� queter Linn.  サンカクイ

C,北海道 。本州・四国 。九州・琉球,朝鮮・ ウスリー・満州 。中国・マレーシア・ イン ド

か ら欧州南部,池 。河畔の泥湿地に普通,一Ⅶ一 X―,台湾では薦草,別名タイコウイといっ

て,大甲席 (む しろ)を つ くる。三角イは茎の形 による。

49. S.tabernaemontani Gmel.   フ トイ

C,北海道 。本州 。四国・九洲 ,樺太・千島・朝鮮か ら欧州,池沼の水辺に群生,庭池に栽

培 し観賞,一Ⅷ一 X―,太イの意。

Commelinaceae  ッ ュ ク サ 科

50。 Commelina communis Linn. ッユクサ 鴨函草

A・ BCC・ D・ E・ G,北海道 。本州・四国・刃 ||,樺太・ ウス リー・朝鮮・満州 。中国 ,

平地・丘陵地の畑地や草原に最 も普通,一Ⅵ一Ⅸ―,露車の意。着草 (ツ キクサ)は古名で,花

で布 を刷 り染めしたことによる。

51. Aneilema keisak Hassk.   イボクサ

B,本州・ 四国 。九州・琉球,中国,水田や沼地の水湿地,池畔に普通,一Ⅸ― X―,こ の

草 をいぼにつけると取れるによる。別名はイボ トリグサ。
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Pontedettaceae  ミズアオイ科



52.Monochona vaginalis (Burm.fil。 )Presl.var.plantaginea(ROxb.)Solms― Laub.

コナギ,ササナギ, ミズナギ 鴨舌草

C,本州・ 四国・九州・琉球,台湾・中国・ インド・ マレーシア・朝鮮 。満州,池や本田に

普通,一Ⅸ一―X―,小 形のナギ (ミ ズアオイ)の 意。

Liliaceae  ュ  リ 科

53.HemeЮ callis fuiva(Linn.)Linn,var.Kwanso Regel ャブカンゾウ,オ ニカンゾウ

萱車

A・ D,北海道・本州・ 四国 。九州,平地や丘陵地に普通,一Ⅶ一Ⅷ―,萱草の本体は基本

種の H.fulva Linn.ホ ンカンゾウ。

54.AIlium graμ  Regel  ノビル 山蒜

F,北海道・刑 町‖。四国 。九州・琉球,山野や堤に普通,一 V一Ⅵ―,野にあるヒル,ヒ ル

はネギやニンニクの総称。

55.A.sajvum Linn.fOrma pekinense Makino  ニンニク 読

A(畑あと),支那の原産,畑に栽培,一Ⅵ一Ⅶ―,鱗茎を食用,と くに強壮薬 として賞用 ,

忍辱 (ニ ンニク)耐 え忍ぶの意味,首名オオビルは大形のネギの意。

も6。 Lilium auratum Lindl.ヤ マユ リ

B,本州 (中部以北)・ 北海道 (帰化),丘陵地や山地に自生,人家に栽培,一Ⅷ―Ⅷ―,鱗茎

を食用,山百合の意。

57.Polygonatum odoratum(Mill.)Druce var.plurif10rum(Miq。 )Ohwi  アマ ドコロ

萎葵 (イ ズイ)

A・ D,北海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮 。中国,山地や原野,一Ⅳ―Ⅵ―,甘 ドコロは地

下茎が少し甘味を持つの意。

58.Rohdea iaponiCa(Thunb.)ROth  オモ ト 万年青

B・ D(多数群生),利十1(東海道以西)・ 四国・九州,中国,暖地の林中に群生,観賞用と

して培養,品種が多い。一 V一Ⅵ―,大本 (オ オモ ト)の意。

59.Li� ope minor(Maxim.)MakinO ヒメヤブラン

D,北海道 。川卜
N。 四国 。九州 。琉球,中国,平地や林中に群生,一Ⅵ一Ⅸ―,姫ヤブラン

の意。

60.Ophiopogon iapOnicus(Linn.fil.)Ker_Gawl. ジャノヒゲ 書帯草

B,北海道・利町‖・四国 。翔 (N,山 地の樹蔭,一Ⅶ一Ⅷ―,机上の上品な飾 り物,蛇のヒゲ

または龍のヒゲの意。



61.Smilax ttpatta A.DC.var.ussuttensis(Rege)Hara et T.Koyama  シオデ 牛尾

菜

B,北海道・利寸‖・四国・九州,満州 。中国・ウスリー,原野・山林の縁に生える,一Ⅷ一

Ⅷ―,若い茎や葉を食用,シ オデは北海道アイスの方言シユウホンテによる。

62. S.china Linn.   サル トリイバラ

B・ E,北海道 。本州・四国 。九州,中国・朝鮮・ イン ドシナ 。フィリピン,山地・丘陵地

の叢林や原野,一Ⅳ―,根はパイプ,根・茎は民間薬 (不日すなわち日本産の山奇根サンキライ),

葉は餅を包む,猿捕 りのイバラの意。

Amarylndaceae   ヒガンバナ科

63.Lycons squamigera Maxim. ナツズイセン

A・ D,本州 。四国・九州,自 生 (中部以北山地),庭園に栽植 し花 を観賞,一Ⅶ― Ⅸ― ,夏

水仙は葉がスイセンに似て,夏花が咲 くによる。

Dioscoreaceae ヤ マ イ モ 科

64.DbscoЮ a bataねS Decne. ナガイモ 薯讀 (シ ヨヨ),山薬―野山薬 (山 に生えるも

の)。 家山薬 (田畑に栽培するもの)

A・ D,北海道 。本州 。四国。九州,中国・朝鮮 。台湾,山野に生え,田畑に栽植,一Ⅷ―

Ⅸ―,長芋は肉質根が長いの意。

Zin」beraceae  ショウガ科

65.Zin」ber mbga(Thunb.)Roscoe  ミョ.ウ ガ 襲荷

B,本州・四国 。九州,熱帯アジア原産,樹蔭地,栽植,一Ⅷ一X―,花序と若芽を食用,

盲名メガ,メ ウガがのびてミョウガとなつた。

DiCOTYLEDONEAE 双子葉植物

CHORIPETALAE 離 弁 花 類

Sahca∝ae ヤ ナ ギ 科

66.Salix hOndoensis Koidz.  ミチノクシロヤナギ

C,北海道・釉 N,一Ⅵ一 V―。



67.S.bakko Kimura  バッコヤナギ,ヤ マネコヤナギ

D・ F,北海道 (西部)。 本州 (近畿以東),山中陽地,一Ⅳ一 V―,木質表面に短い隆起線が

ある。

68.S,vulpina Anders. キッネヤナギ,イ ワヤナギ

D,北海道・利 寸‖・四国 。翔 寸‖,南千島,山地,一Ⅳ一 V―,狐柳の意。

69,S.integra Thunb. イヌコリヤナギ

F,本州 。九州,朝鮮,一H一Ⅵ―,犬行李柳はコリヤナギに似ているが利用価値がないの

意。

」uglandaceae    ク ル ミ 科

70。 」uglans ailanthifolia Carr. オニグルミ

B・ F,北海道・刑 (H。 四国 。九州,山野の流れに沿って生える,各地に栽植,一 V―,小

銃の台木,種子は食用,鬼グル ミは核果の凹凸があって醜いの意。

Betulaceae  カバ ノ キ 科

71. Carpinus tschonoskii  h/1axim.   イヌシデ, シロシデ

F,利 Nヽ・ 四国 。九州,朝鮮 。中国,山地や平地に生える,一 V―,犬シデはひも状の花穂,

自シデは芽や新葉に白い毛が多いことによる。

72.AInus ttpOnba(Thunb.)Steud.ハ ンノキ

C,北海道・剰 Nヽ。 四国・翔 寸‖,朝鮮・ ウスリー・満州,水湿ある低地に普通,一IH―,果

実は染料,ハ リノキの転化,ハ リノキの語源は不明。

Fagaceae   ブ  ナ  科

73.Querous serraね Thmb. コナラ,ハ ハソ, ナラ 青岡樹

B・ D・ E,北海道 。本州・四国 。翔 寸‖,丘陵地や山地に普通,変化が多い,一Ⅳ―,材は

建築・土木・器具・薪炭用,秋おそく黄葉または紅葉,俗は俗用字。

74.Q.  aliena Blume   ナラガシフ

E,本州 (北陸地方 。近哉以西)。 四国・九州,丘陵地・山地に生える,一Ⅳ―,コ ナラとカ

シワの間種の特徴を示す。

75.Q. dentata Thunb.カ シワ,モ チガシワ

E,北海道 。本州・四国・九州,南千島・朝鮮 ,中国,山地に生える,一 V―,樹皮は染料,

葉は餅を包む,炊葉は食物を盛る葉の意。



76. Casね nea crenaね  Sieb.et Zucc.   クリ

B・ D・ E,北海道 (西南部)・ 本州・四国 。九州 ,中国 。朝鮮,山地に自生,果樹 として栽

植,一Ⅶ―,種子を食用,ク リは黒実の意。漢名の栗は支那産 C.bungeana Blumeア マグ

リを指す。

UImaceae   エ  レ  科

77.Zelkova serraね (Thunb.)MakinO  ヶヤキ

B・ D・ F,本州・四国 。九州,中国,平地や丘陵地,栽植,一Ⅳ一 V―,建築・器具材料

とし賞用,ケ ヤキは顕著な樹の意,槻 (俗字ツキ)ケ ヤキの古名 va.Tsuki MakinO 材質

はよくない。欅はクル ミ科のPterocarya stenoptera DC.の 漢名,従って誤用。

78.Celjs sinensls Pers.var.lapOnlca(Planch.)Nakai エノキ 本卜樹 (慣用)

A・ B・ D・ E・ G,本州 。四国 。翔 寸‖,朝鮮・中国 (母種は中国南部),平地・丘陵地にも

っとも普通,一Ⅳ一 V―,果実は子どもが食べる。大木囲貝塚の大木は榎 (え のき)と の一説が

があるが,こ れは和字で夏に樹陰が好まれるので,木に夏を配したもの,漢字の榎は本種では

なく別の物である。しかし当史跡のシンボルの木とするに価値がある。シダレエノキ forma

penduは Makino枝が重れる,エ ゾエノキ C.やsSOensis Koid2.(北海道・ラ剌寸‖・四国。九州

朝鮮),コ バノチョウセンエノキ C.烙veillei Nakai(九 州,朝鮮),チ ュウゴクエノキ C.臆veille

Nakai var.hobphyIIa Nakai(九 州,中国)がある。

Moraceae   ク  ヮ  科

79.Fatoua villosa(Thunb。 )Nakai   クワクサ 水鯨

B・ D,利川・四国・九州・琉球,中国,低地の草地,畑地 。荒地に普通,一Ⅸ一 X―,桑

草の意。

80.Morus alba Linn. トウグワ 桑

A・ B,中国・朝鮮の原産,広 く栽植,品種極めて多い,一Ⅳ― V―,果穂を食用,葉は養

蚕の飼料。

81,M.bombycis Koidz. ヤマグワ,ク ワ

A・ D・ F,北海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮・樺太・南千島,山地に自生,一Ⅳ一 V― ,

クワの語源 一説は食葉 (ク フ),他は蚕葉 (コ ハ)の転化,蚕の食う葉の意。

82.Broussoneja papynfera(Linn.)Vent.カ ジノキ 椿 。構・穀

B・ D,本州 (中部地方南部以西)・ 四国 。九州・琉球,中国・台湾など南方暖地,自生また

は栽植,南方暖地より渡来,一 V一Ⅵ―,枝の皮を和紙の原料,コ ウゾの首名カゾの転化か。
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83. B.kazinoki Sieb.   コゥゾ

D,本州・四国・翔 N`・ 琉球,朝鮮・台湾 。中国,山地に自生,栽植,一Ⅳ一 V―,和紙の

原料,紙麻 (カ ミソ)の音便カウゾか ら,カ ウゾはカゾからみちびかれた。椿は構すなわちカジ

ノキの通名。

84.Humlus iapOnicus sieb.et Zucc.カ ナムグラ 葎草

A・ B・ D,G,北 海道・本州・四国 。九州・琉球,中国・台湾,原野・山林・路傍や荒地

に最 も普通,一Ⅳ一 X―夕雌雄異株,カ ナは鉄の意,茎が強いから,ム グラはほうぼうと茂 る

雑草の意。

85.H.Iupulus Linn.var.cordifolius(Miq・ )Maxim. ヵラハナソウ

B・ C・ D,北海道・刑 引(関東地方 。中部以北),中国,山地に群生,一Ⅷ一Ⅸ― ,雌雄異

株,唐花草は唐花は模様に使われる花形,つ るの上についた果穂をたとえた。母種のセイヨウ

カラハナソウ H.Iupulus Linn。 は欧州原産,ホ ップといってビールの苦味移つける。

urticaceae  イ ラ クサ 科

86, Pilea hamaoi Makino    ミズ

A・ G,北海道 。本州 。四国 。九州,中国,・鍛沿い 。漠流のふちなど山地や原野の陰湿地 ,

―Ⅶ一 X―,茎葉を食用 (山菜),茎が半透明で軟 くみずみずしているので ミズという。

87. Bochmetta tttcuspis(Hance)Makino   アカソ

A・ B・ D,北海道・利 {‖・四国 。九州,山地や原野の樹陰 。畑あぜなどに群生,一Ⅶ―Ⅸ

―,赤麻の意。

88.B.holosettcea Blume オニヤブマオ

B・ D・ F,利町‖・四国 。九州,中国・ インドシナ,海岸近 くの原野や低山の漢流,一Ⅷ一

Ⅸ―,鬼鏡苧麻はヤブマオより粗強の意。

POlygOnaceae   タ  デ  科

89. Rumex acetoseIIa Linn.   ヒメスイ′ヾ

A,′ 北海道・剰 寸‖・四国 。九州,欧州およびアジア原産,日 当りよい草地や荒地に最 も普通 ,

一 V―Ⅶ―,帰化植物 (明治初年渡来),雌雄異株,姫酸葉の意。

90.R.acetosa Linh. スイバ 酸模・穆

A,北海道 。本州・四国 。九州,北半球温帯一般,低地または山地・草原・堤や畔など,一

V―Ⅵ―,雌雄異株,酸い葉の意。



91.RoiaponiCus Hou悦 .ギ シギシ 羊踊

A・ C・ G,北海道 。本州・四国・九州 ,樺太・朝鮮・ カムチャッカ,原野や路傍の湿地 。

水辺,一Ⅵ一 Ⅷ― ,根 を薬用 (シ ノネ,シ はギシギシの古名)),ギシギシは京都の方言 ,意味不

明。

92,PclyROnum filiforme Thunb. ミズヒキ 毛蓼

B・ D,北 海道・本州・ 四国 。九州,朝鮮 。中国・ インドシナ,林地や藪地,一Ⅷ一 X― ,

水引は花穂移たとえた。

93.P,aviculare Linn.ミ チヤナギ,ニ ワヤナギ 南畜

A・ F,北 海道 。本州・四国 。九州,北半球湿帯一般,草地路傍にきわめて普通 ,一 V―X― ,

変化が非常に多く,種々な系統がある。道 ull・ 庭柳は葉形が柳のようで道や庭に生えるの意。

94.P,perfoliatum Linn.イ シミカワ,サ デクサ 刺黎頭

A,北 海道 。本州 。九州,朝鮮・中国・ マレー・ インド,山地や原野に普通,一 Ⅶ一 X―。

95.P,sendcosum(Meisener)Franch.et Savat.マ マコノシリスグイ

A・ B・ D,北 海道 。本州 。四国・九州,中国・朝鮮,山地や原野に普通,一Ⅵ一 Ⅸ―,継

子の尻拭,逆向きの刺のある茎で継子の尻を拭 うの意。

96.P.thunbergii S ieb.et Zucc. ミゾソバ,ウ シノヒタイ

B・ C,北海道 。本州 。四国 。九州,中国・台湾・朝鮮・ ウス リー,低地や山地の水湿のあ

る所に群生,非常に変化がある。一 Ⅷ一 X―,濤に繁茂するソパの意,葉形がソバの葉に,ま

た牛の額 (ヒ タイ)に似ているによる。

97. P.thunbergii Sieb.et Zucc.var.stO10niferum.Makino オオ ミゾソ′ヾ

C,山地や原野の水辺,全体に大形。

98.Po siebold�  Maxi苫! アキノウナギツカ ミ

B oC・ F,北 海道・本州 。四国 。九州,朝鮮 。中国・東シベ リア,山地や原野の湿地帯や

樹陰,一Ⅵ一 Ⅸ― ,茎に束Jがあるのでウナギがつかめるの意で,秋花が咲 く。

ウナギツカ ミ Var.aesivum(Ohki)OhWi 6～ 7月 ごろ開花,中間型が多い。

99.P,iaponiCum �躇isn。  シロバナサクラタデ

A,北 海道・本州・四国 。九州・琉球,朝鮮南部・ 中国,水湿のある車地,一Ⅷ一 X―,サ

クラタデに比べ花は自色小形。

100。 P,conspicum(Nakai)Nakai サクラタデ

A・ B・ D,本州・四国 。九州,朝鮮,水湿のある向陽地,一Ⅷ一 X―,雌雄異株。

101,P.caespitosum Blume var. l axif10rum WIeisn.   ″ヽリータラだ

B・ D,北 海道・本州・ 四国・九州,朝鮮 。中国,山地・草地の水湿ある陰地,一Ⅷ一Ⅸ― ,
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生育状況によって花の色に濃淡あり,疎密 も一様でない。牧野富太郎博士はヤブタデ P.yo―

kusaianum MakinOと した。

102.Poiongisetum De Bruyn イヌタデ,ア カノマンマ

C・ D,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮・台湾・中国 。マレーシア,畑地・ 田畔・草地や

路傍に最 も普通,一Ⅶ一Ⅸ―,犬蓼は辛味がなく食用にならぬタデの総称,ア カノマンマは粒

状の紅花を赤飯にたとえた。

103.P.foliosum H.L indb.var.paludicola(MakinO)Kitamu.ヤ ナギヌカボ

C,北海道 。本州 。四国・九州,朝鮮,母種は欧州からシベリア・満州,湿地や水辺群生 ,

一Ⅸ一X―,葉がヤナギの葉に似たヌカボの意。

104,P. erecto― minus WIakino ヒメタラが

C,北海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮・満州 。中国,湿地や水辺に群生,一 V一Ⅶ―。

105.R cuspldatum Sieb.et Zucc.イ タドリ 虎杖,黄薬子

A,北海道・本州・四国 。九州,山野に普通,一Ⅶ―X―,痛み取 りに薬効,イ タドリ (疼

取)の説がある。

106.P.sachaliense Fr.Schm。  オオイタドリ

A,北海道 。本州 (北 。中部の日本海沿岸地方),樺太・千島,山地の漢側に群生,一Ⅷ一Ⅸ― ,

イタドリより大形。

Chenopdiaceae   ア カ ザ 科

107.Chenopodium album Linn.シ ロアカザ,シ ロザ 灰誓

A・ G,北海道 。本州|・ 四国 。九州,旧世界原産,畑地・荒地に最 も普通,一Ⅸ一X―,現

在は雑草として世界各地に伝播,芽心・葉の下面白色を帯びる。

108.C.ambrosioides Linn. ケアリタソウ

G,本州・四国 。九州 (帰化),中米原産,都市にて雑車化,一Ⅷ―Ⅸ―,茎葉に強い臭気がある。

Amaranthaceae    ヒ  ユ  科

109.Amaranthus l�idus Linn.イ ヌビユ 野寛

A,北海道・本州 。九州,欧州原産,世界に分布する雑車,畠や路ばたに普通,一Ⅵ―X―,

葉を食用,犬ビユの意。

110.Achyranthes faunei Lる v.ct Van.ヒ ナタイノコズチ 牛膝

A・ B oC,本州・四国 。九州,中国,路傍・藪地周辺,一Ⅷ一Ⅸ―,琢槌は節の太い茎を

イノコの脚の膝頭にたとえたもの,果実がとげをもち衣服や動物などに着いて運ばれる。



Portulacaceae  : スベリヒユ科

11l PottuLca oleraceae Linn. スベリヒユ 馬歯克

A・ G,北海道・本州・四国・九州,全世界の温帯から熱帯に雑車 として野生,畑 。路傍・

庭園などの日向に普通,一Ⅶ一Ⅸ―,茎葉を食用,食べるとき粘滑なので滑 リヒユの意。

Caryophy‖ aceae  ナ デ ン コ 科

112.Stellaha aquajca(Linn。 )S cop・ ウシハコベ 鶴児腸

B・ G,北海道 。本州・ 四国 。九州,北半球暖帯 。温帯および北アフリカ,路傍・畑地など

に普通,一Ⅳ一 V―,牛ハコベはハコベに比べて大形の意。

113.S,medぬ (Linn.)Villars コハコベ 繁緩

A,北海道 。本州・四国 。九州,旧世界原産,現在世界中に伝播,路傍 。田畑などの向陽地

に最 も普通,二III一Ⅸ―,春の七車の一つ,小島 (カ ナリア)の餌,ハ コベはハコベラの略。

114.S.alsine Gttmm var.undulata(Thunb.)Ohwi  ノミノフスマ 天蓬草

C,北海道 。本州・四国・翔 十1,朝鮮 。中国,北半球温帯一般,山地・平地の田畔など普通,

一Ⅳ一 X―夕蚤の会は小形の葉をノミの夜具にたとえた。

115.Cucubalus baccifer Linn.varoiapOnicus Miq. ナンバンハコベ, ッルセンノウ

D・ F,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮・満州 。南千島・樺太,種としては欧州・ ヒマラ

ヤ・台湾,山野に群生,一Ⅶ一 X―,南蛮ハコベは海外から渡来したハコベを意味するが,実

は誤認,蔓センノウはつる性で同類のセンノウに似ている。

116.Metandryum irmum(S ieb.et zucc。 )ROhrb. フシグロ

E,北海道・本州・四国 。翔‖・琉球,朝鮮 。中国 。東シベリア,原野や山地,'一Ⅵ一Ⅸ― ,

節黒は節が暗紫色。

Ranunculaceae  キンポウゲ科

117.Clemajs apiifolia DC. ボタンヅル

A・ BoD,本 州・四国・翔 N`,朝鮮・中国,山野蜜地に群生,一Ⅷ一Ⅸ―,仕丹蔓は葉が

ボタンの葉のようでつる性の意。

118.C.temifiora DC.  センニンソウ

B・ D,北海道・利 寸‖・四国 。九州,朝鮮 。中国,山野・路傍など向陽地,一Ⅷ一 X―,有

毒植物,仙人草の意。

119. Thalictrum aquilegifolium Linn.   カラマツソウ

A・ B・ D,北海道 。本州・四国 。九州,欧亜大陸の北温帯および亜寒帯,山地・高原に多
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い,一Ⅶ―Ⅸ―,唐松車は花のようすによる。

Lardizabalaceae ア ケ ビ 科

120.。 Akebtt quinata(Thunb.)Decaisne  アケビ,ア ケビカズラ 野木瓜 。木通

A・ B・ D,本州・四国・九州,朝鮮 。中国,山野の叢林,一Ⅳ一 V―,五小葉からなる掌状

複葉,果肉は食用,茎は編細工,アケビは果実の開く意,植物を指すときはアケビカズラ。

121.A.trifoliata(Thunb。 )Koidz. ミツバアケビ

D・ E,北 海道 。本州・四国・九州,中国,山野の叢林,一Ⅳ一 V―,三小葉の掌状複葉 ,

三葉アケビの意,果実は食用,果皮は味喀漬,茎はアケビ細工。

Berberidaceae  メ  ギ  科

122.Berberis amurensis Rupr.varo iapOnica(Regel)Rehd. ヒロハノヘビノボラズ

B,北海道 。本州・ 四国 。九州,母種は朝鮮・満州・ アムール,山地叢林に生える,一Ⅵ― ,

広葉蛇止 らずの意。

Magnoliaceae モ ク レ ン 科

123.Magnolia obovata Thunberg  ホオノキ 厚朴・商ナN厚本ト

B,北海道・本州・ 四国 。九州 (日 本特産 )ぅ 中国,山地林地,一 V一Ⅵ―,材は刀の輪・下

駄・器具・版木など,葉は食物を包む。古名ホオガシフは昔 この葉に食物を盛ったのによる。

Lauraceae ク ス ノ キ 科

124.Lindera umbellata Thunb.var. membranaceac(Maxim.)Momiyamaォ ォバクロモジ

B・ D,北海道 ヽ本州,山地林中,一Ⅳ―,樹皮の油は香水の原料,材は上等な爪楊子に使 う。

大葉黒文字は樹皮の黒色の班点を文字になぞらえた。

125。 Neolitsea settcea(Biume)Koidz.. シロダモ, シロタブ          '

B・ D,本州 。四国 。九州,朝鮮 。台湾・ 中国,山地や平地の林中 (暖地性常緑樹),一Ⅸ一 X

― ,自 ダモは葉の裏が自いのによる。          |

Papaveraceae  う
‐  シ  科         、'

126.Chelidonium maiuS Linn.var.asiadoum (Hara)Ohwi   クサノオウ 自屈菜

A・ BoD,北海道・本州 。四国・九州,東亜温帯,母種は欧州・アジア西部の温帯,低地の

路傍 。林縁 二石垣など陽地に普通,一V=Ⅶ―,有毒植物,薬用 (丹毒),車の黄の意で,黄色

の汁を出すによる。
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Cruciferae  ア ブラナ 科

127.Ro� ppa indica(L inn.)Hochr.イ ヌガラシ 事磨

C,北海道・本州 。四国・翔 寸‖・琉球,台湾 。中国・朝鮮・ インド,原野・道ばた 。庭園な

どやや湿lThに普通,一 V一Ⅸ―,犬芥は雑草で食用にならない意,薬用 (中国では甜事磨 。苦

亭産がある)。

Crassulaceae  ベンケイツウ科

128.Sedum lineare Thunb. オノマンネングサ タカノツメ 佛甲草

Aぅ 本州 。四国 。九州・琉球,低山地 。草地,観賞用として人家の庭に植える,一 V一Ⅵ― ,

雄の万年草,雌の万年車に対する名で,よ り大きくなかなか枯れないで永 く生育するによる。

鷹の爪は鋭 く尖った葉による。

saxrragaceae  ュキノンタ科

129.Hydrangea paniculata Sieb.  ノリウツギ

D,北海道・利 寸‖。四国 。九州,中国・樺太 。南千島,山地に普通,変化が甚だ多い。一Ⅶ

一Ⅸ―,幹の内皮から製紙用 (不日紙)の糊をとる。根はパイプ(さ びたパイプ)をつくる。

130.Deutzia crenata Sieb.et Zucc.  ウッギ, ウノハナ

A・ B・ G,北海道・利 寸|・ 四国 。九州 ,中国,山地に普通,東北地方では畑畔に栽植 ,境

界の目印用,一 V一Ⅵ―,材で木釘をつくる。空木の意,別に卵月 (陰暦 4月 )1こ花をつけるこ

とイこよる。

Rosaceae   バ  ラ  科

131。 Stephanandra incisa(Thunb.)Zabel  コゴメウツギ

B,北海道 (日 高)・ 本州・四国・九J‖ ,朝鮮,低山地に普通,一 V一Ⅵ―,小米空木の意で,

小さい白花を小米 (砕 けた米粒)に たとえた。

132.Duchesnea chrysantha(Zoll.et MOr.)Miq. ヘビイテゴ 虻蒋

A・ BoC・ G,北海道 。本州・四国・九州,朝鮮 。満州 。中国・ マレーシア・インド,低

地草原 。田畔など向陽地に普通,一Ⅳ一Ⅵ―,蛇苺は人間が食べないで蛇が食うの意,俗説は

有毒といわれるが無毒 ,美味でない。

133.Rubus microphyIIus Linn.fil.  ニガィテゴ

B,本州・四国 。九州,中国,山地叢林周縁に普通,一Ⅳ― V―,苦苺は核果は赤熟,液汁

は甘いが核は苦い。 5月 に熟す五月苺という。
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134.R.palmatus Thunb.var.cOptOphyIIus(A.Gray)Koidz. モミジイテゴ,キ イテゴ

B・ G,本州 (北部 。中部地方),山野に普通,一Ⅵ一 V―,モ ミジ苺は葉形がカエデの葉に

似ている。木苺および黄苺は木本性で果実が黄熟するに困る。核果は美味。

135.R.parvttolius Linn. ナワシロイテゴ,サッキイテゴ 紅梅消

A・ B・ G,北海道・本州 。四国 。九州,中国・台湾,平地・丘陵地に最 も普通,一 V― WIl

―,苗代苺は6月 の苗代のころ実が熟すの意,皐月苺は陰暦 5月 に熟すから,核果は深赤色で

「美味。

136.Sanguisorba officinalis Linn. フレモコウ 地楡

EoG,北 海道・利 寸‖・九州,欧州・ シベリア・中国・朝鮮,山地草原にやや普通,一Ⅶ一

X―,吾木香の意,木香 (キ ク科植物)古 くから日本の木香の意味でワレモコウの名があった。

これが名だけ本種にうつったか,そ れとも間違えたものか不詳。

137.Agttmonia pilosa Ledeb. キンミズヒキ 龍牙草

A・ BoD,北 海道・本州・四国 。九州,朝鮮 。中国 。東欧～シベリア,車地・路傍に普通

一Ⅶ― X―,金水引の意で,細長い責色の花穂をミズヒキ(タ デ科植物)にたとえたもの。

138.Rosa muljfora Thunb.  ノイバラ 蜀鴨攀薇

A・ B・ D,北海道 。本州・四国 。九州,原野・河岸など,一 V一Ⅵ―,僑果は営実 (漢名)

といい薬用,野外に生えるバラの意で,元来 トゲのある低木をイバラと総称,薔薇をイバラと

いう。

139.Prunus mume Sieb.et Zucc.  ウメ 梅

A・ B・ G,九州 (大分県山間谷川沿い)に野生,中国原産,古代日本に渡来,広 く栽植,一

H―Ⅳ―,果実を食用,品種多く観賞用,ウ メの語源 一つは鳥梅,薫べ梅のことで乾燥品を

薬用にするもの,梅の漢音 muiま たは meiの転訛, もう一つは朝鮮語のマイに由来す るとい

う説がある。

140.P,persica(Linn.)Batsch.モ モ 桃

A,九州などに野生,中国原産ぅ古 く日本に渡来,品種多く広 く栽植,一Ⅳ一 V―,果実は

夏の重要な果物,葉は薬用,花や樹形は変化が多く観賞用,日 本では丸 くて中の画いものをモ

モといい,ヤ マモモ(ヤ マモモ科)を モモといった。このモモを本種が大陸から渡来してとって

変ったという。

141.P.grayana Maxim. ウワミズザクラ

B・ D,北海道・刑 (N・ 四国 。九州 ,山地や丘陵地林内,一Ⅳ―Ⅵ―,核果ははじめ黄熟し

後に黒 くなる。未熟で緑色のものを塩漬にして食用,ウ ワミブザクラ(上濤桜)の転訛したもの,

昔亀甲で占った時,こ の材の上面に濤を彫って使ったので上濤といった。紅葉が美 しい。



Leguminosae     マ  メ  科

142.Albizia iulib� SSin Durazz。 ネムノキ 合歓・夜合樹

A・ F・ G,本州・四国 。九州,イ ラン～南アジアー般,河岸や山野に普通,一Ⅵ一―Ⅶ― ,

ネムノキは小葉が夜間に閉じる (睡眠運動)による。

143.Gleditsia iapOnica Miq.サ イカチ

E,本 州 (中 。南部)・ 四国 。九州,山地林中,一 V一Ⅵ― ,新葉を食用,豆果は石鹸の代用 ,

古名 西海子 (サ イカイシ)の転訛 した もので,サ イカイシまたはサイカイジュ という。

144 T� folium repens Linn. シロツメクサ, ッメクサ, オランダゲンゲ, クローバー

A・ B・ D,江戸時代日本に渡来,現在野生化 (帰化植物),欧州原産,一 Ⅵ一 Ⅶ―,牧車 。緑

肥,和蘭ゲンゲ,詰め草,現在は自詰草 という。昔和蘭人がガラス (ぎ やまん)器具を箱に入れ ,

本種の枯草を詰めて長崎港に運んできたことに因る。

145。 Lespedeza cyrtobotrya Miq.マ ルバハギ, ミヤマハギ

E・ F,本州・四国 。九州,朝鮮 。中国,山野の向陽地,一Ⅷ一 X―,円葉萩の意。

146.L.cuneata(Du MOnt.d.Cours.)G.DOn メ ドハ ギ  鉄 掃 待

A・ F,北海道 。本州・四国 。九州 。琉球,朝鮮 。中国・台湾・インドおよびオーストラリ

ア,原野・山地の向陽地,一Ⅷ一X―,日 処萩の意味で,鉱 (メ ドギ)萩が省略されたもの。

147.Lo pilosa(Thunbt)S ieb.et zucc.ネ コハギ,鐵馬鞭

F,本州 。四国 。九州,朝鮮・中国,日 当りよい車地や畑地,一Ⅶ一Ⅸ―,猫萩は全株に毛

が多く生えているため。

148.Kummerovia sthata(Thunb)S chindler ャハズソウ 鶏眼草

B・ F,北海道 。本州・四国 。九州・琉球,朝鮮・満州・ 中国 。台湾,北米に帰化,原野路

傍に普通,一Ⅷ―X―,牧草 (日 本では実用化されていないが,外国では 」apan c10verと 呼

ばれ利用されている)矢筈車は葉を指先で引っぱると,矢筈状に切れることによる。

149.Desmodium oxyphyIIum DC.ヌ スごトハギ 山馬峰

D,北海道 。本州・四国 。九州・琉球,朝鮮 。台湾・中国 。北インド,林地や半陰の車地 ,

一 Ⅶ一X― ,豆果は短い鈎形毛があって,衣服などにつき種子を散布する。盗人萩は豆果の形

が盗棒の足跡に似ているに因る。

150.D.fallax Schindl. ヤブハギ

B・ D,北 海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮 。満州・ ウス リー i中国,低地の林地や半陰の草

珀,一Ⅷ一 X―,藪萩の意。

151.Vicia cracca.Linn. クサフジ

A・ B,D,北 海道 。本州 。九州,北半球の湿稀 。亜寒帯,山野に普通,一 V一Ⅶ― ,牧草



(日 本では利用されていない),車藤の意味,花 と草全体がフジに似ているに因る。

152.Dumasia truncata Sieb.et Zucc.ノ ササゲ,キ ツネササゲ

B,本州・九州,山地林縁や藪林,一Ⅷ―Ⅸ―,狐克豆,野亜豆の意味,原野には生えない。

153.Puera� a lobata(Willd。 )Ohwi  クズ 葛

B oD oE・ F・ G,北海道 。本州・四国・九州,朝鮮 。中国,山野に普通大群落,一Ⅶ一 Ⅸ

―,根 肥大して薬用,葛粉をとる。葉には牛馬の飼料,ク ズはクズカズラの略称,一説に昔

奈良県国栖 (ク ズ)の人が葛粉をとって,売 りにきたので,ク ズというようになった。

154.indigofera pseudo― jnctona Matsum.コ マツナギ 馬棘

E・ F,本州 (中部以西)。九州,中国,原野に最 も普通,一Ⅶ― Ⅸ―, 駒繋は茎が丈夫で

馬をつなぐことができるの意。

155。 I.decora Lindl. ニフフジ,イ ワフジ

E,本州 (近畿南部)・ 四国・九州,渓流の岩上,平地の人家の石垣に栽植,あ るいは野生状,

一 V一Ⅵ―,庭藤または岩藤の意。

156.Amphicarpaca edgeworthii Benth.ver.t� sperma (Miq.)Ohwi ウスノヾヤブマメ

A,北海道・本州 (中部以東)。 九州 (ま れ),朝鮮・満州・ ウスリー,草地・林縁に普通,一Ⅸ

一 XI―,薄葉藪豆の意。

157.Wistena tto� bunda (willd.)DC. フジ 紫藤

B・ D・ E・ F,本州 。四国 。九州,山地に自生大繁茂,庭園に栽植ぅ花色に変化が多い。

フ・ジは吹き散るの意。漢名の紫藤は中国産のシナフジ W.sinensis Sweet。 である。

Geraniaceae   フウロウソウ科

158.Geranium thunbettii Sieb.et Zucc.ゲ ンノショウコ, ミコシグサ

A・ E・ F,北海道 。本州・甲国 。九州,平地に普通,一 Ⅶ―X―,薬草で葉を乾かし煎じ

て飲む,下痢止めとして有名,現の証拠は飲むとす ぐ効果が現われることに因る。果実が裂開し

てみこしの屋根に似るので,別名 ミコシグサ。

Oxalidaceae    カ タバ ミ i辟

159.Oxalis corniculata Linn.カ タバ ミ,ス イモノグサ 酢漿草

A,北海道・本州 。四国・九州,世界の暖帯および熱帯,平地 。草原・路傍に普通,変化が

多い。一 V一Ⅸ―,傍食は葉の一側が欠けている意味,酢物車は酸味があるによる。アカカタ

バ ミは茎葉が赤紫色,ウ スアカカタバ ミは茎葉が緑紫色のものをいう。



Rutaceae ミ カ ン 科

160.Zanthoxylum pipentum(Linn.)DC.サ ンショウ 蜀椒

A・ B,D・ E,北海道 。本州・四国・九州,朝鮮 。満州 。中国,山地に自生,変異多く栽植 ,

一Ⅳ一 V―,若い葉を食用,果実を薬用や香味料,山椒の意で,古名ハジカミはハジカミラの

略,ハ ジははぜる,カ ミラはニラの古名,すなわち果皮が開裂し,味がからくニラに似ている

|こ よる。

EuphOrbiaceae  トウダイグ→ナ科

161.Acaけ pha australis Linn. エノキグサ,ア ミガサソウ 人克・鐵克・海蜂合珠

A・ BoDoE,北 海道・本州・四国・九州,朝鮮・満州・ ウスリー 。中国・ フィリピン,平

地路傍・畑地に普通,一Ⅷ一Ⅸ―,榎草は葉がエノキの葉に似ている。編笠草は包葉が編笠に

似ているによる。

162.Euphorbia pekinensis Rupr.  タカトウダイ

E・ F,本州 。四国 。九州,.朝鮮・満州 。中国,山地・丘陵地に生え変化が多い,一Ⅵ一Ⅶ― ,

有毒植物,丈の高い トウダイグサの意。

Coriariaceae  ドクウツギ科

163,Cottana laponica A.Gray  ドクウツギ,イ ナロベゴロシ

E・ F・ G,北海道 。本州 (近畿以東),河畔,山地や丘陵地の斜面に生える,一V―,有毒植

物,毒空木はウツギ (ユ キノシタ科)に似ていて有毒のため,市郎兵衛殺 し,果実は多汁,初

め赤色,熟して紫黒色となる,誤って食べると猛毒のため死ぬ。

Anacardiaceae   ウ 'レ  シ 科

164.Rhus ambigua Lavallё e,ex Dippel  ツタウルシ 釣吻 。野葛

B,北海道 。本州・四国 。九州,中国・樺太・南千鳥,山林中に生える,一V一Ⅵ―,ツ タ

漆は蔓性のウルシの意。

165。 R.t� chocarpa Miq.  ヤマウルシ

D,北海道・本州・四国。九州,千島 (南部)

地 に生 えるウル シの意。

朝鮮。中国,丘陵や山地に普通,山漆Iュ 山

166.R.iavaniCa Linn. スルデ,フ シノキ E歯姓子

B・ DoE・ F,北海道 。本州・四国 。九州・琉球,朝鮮・満州・中国 。インド,山地や丘陵

地に普通,一Ⅷ一Ⅸ―,本から汁液をとり物に塗るのでヌルデ,葉にスルデノフシムシが寄生し

24



五倍子を生じ,こ れをフシといい,そ れ故フシノキという。

Celastraceae ニ ンキ ギ 科

167.Celastrus orbiculatus Thunb.  ツルウメモドキ

A・ E, 北海道・本州・四国・九州,山地 。丘陵地に普通,しばしば栽植,一 V一Ⅵ―夕蔓

性ウメモ ドキに似た木の意,生花用。

168.Euonymus atttus(Thunb.)S ieb.  ニシキギ,ヤ ハズニシキ 衛矛・鬼箭

A・ D,北海道 。本州・四国・九州,朝鮮・樺太・南千島,山地に普通,多数の品種があって

栽植,一 V一Ⅵ―,錦木は秋の紅葉が美しいので錦にたとえた。矢筈錦木は枝にコルク質の翼

を矢筈にたとえた。果実は毛ジラミを殺すのに使 うのでシラミコロシともいう。

169,E.fortunei(Turcz.)Hand.― Mazz.var.radicans(S ieb.,ex Miq.)Rchd. ツルマ

サキ 扶芳藤

B・ D,ゴヒ海道・本州・ 四国 。九州,朝鮮,山地に生 え変異多く栽植,一Ⅵ―Ⅶ―,蔓状のマ

サキの意。

170。 E. Oxyphy‖ us �liq.    ノ`リバナ

BoD,北海道 。本州・四国 。九州,南千島 。朝鮮 。中国,山地に普通,一 V一Ⅵ―,果実は

アタマジラミの駆除薬,吊花の意,花や果実が重れ下っているによる。

171.E.planipes(KOehne)KOehne  オオッリバナ

D,北海道 。本州 (中部以東),朝鮮・満州・南千島,山地に生える,一V一Ⅵ―,大 きい吊

花の意で葉が大形。

Aceraceae カ エ デ 科

172 Acer palmatum Thunb.var.matusumurac(Koidz)Makino  ヤマモ ミジ

B,北海道・本州・四国 。九州,山地に生え,変異が多く園芸品種 も多い。一 V―,山モ ミ

ジの意味,秋の紅葉が美 しい。

Vitaceae  ブ ド ウ 科      ―

173.Vijs icifolia Bunge var.lobatム (Regel.),Nakai  エビヅル 要  英      (
A・ BoD,本州 。四国 。九州,朝鮮・中国 。台o,丘 陵地・山地に普通,一Ⅵ一Ⅷ―,果実

は黒熟 し食用,若い茎 と葉はうす赤紫色の色が美 しい,こ の色をエビの色に見立て,1エ ビヅル,

古 くはエビカズラといった。 J                            kl:

174.Ampelopsis brevipedunculata(Maxim。 )Trau�.ノ ブドウ,ザ トウエビ 蛇葡萄。'野葡萄



A・ B・ D・ E・ F,北海道・本州・四国 。九州,中国 。満州・朝鮮・ウスリー,山野に普

通,一Ⅶ一Ⅷ―,野ブドウ,座頭は盲人の目玉に似た実をつけるエビズルの意。

175。 Patthenocissus t� cuspidata(S ieb.et zucc.)Planch.ツ タ,ナ ツヅタ 常春藤

B,北海道 。本州 。四国・九州,朝鮮・中国,山野に普通,園芸品多く栽植,一Ⅵ一 Ⅶ― ,

平安時代,早春この幹から液をとり,煮つめて甘味料とした。アマズル・アマズラ (甘い液で

つるの意),葉 は秋に紅葉し,ツ タモ ミジという。ツタは伝 うの意。

Actinidiaceae  マ タ タ ビ科

176.Acjnidia arguta(S ieb.et Zucc.)Planch.,ex Miq.サ ルナシ,シ ラクチズル

B,北海道・本州・四国 。九州,山地に生える。一 V一Ⅶ― ,液果食べ られる。猿梨はサル

が食べるナシの意,シ ラクチズルはマシラ(猿 )口蔓の転訛したもの。

Violaceae    ス ミ レ 科

177.Viola grypoceras A.Gray タチツボスミレ

A,北海道 。本州・四国 。九州・琉球,平地や山地に普通,変化が多い,一Ⅳ一 V―,花は

淡紫色,芳香がない。

178.V.verecunda A.Gray ツボス ミレ,ニ ョイスミレ 如意草

B,北海道 。本州 。四国 。九州,平地および丘陵地の湿気ある草地に最 も普通,一Ⅳ― V― ,

ツボス ミレは庭に生えるス ミレの総称,如意ス ミレは如意は僧侶がもつ仏具の一つ,そ の形と

葉形が類似するに因る。

Onagraceae  ア カバ ナ 科

179.Circaca mollis Sieb.et Zucc. ミズタマソウ

B,北海道・本州 。四国 。九州,朝鮮 。中国・ インドシナ,山林の日陰に多い,一Ⅷ一Ⅸ― ,

水玉車は白い毛のある球形の果実を水玉にたとえた。

180.Oenothera lamarckiana S er。 オォマツヨイグサ

A・ B・ F,北米原産,明治初年 (1870ご ろ)渡来,各地に野生化 (帰化植物),一 Ⅵ一Ⅸ― ,

De.Vriesの突然変異説の材料となったもの,大形黄色花で夕方開花する。

181.Epilobium pyr�cholophum Franch.et S avat,varr  pyrncholophum  アカバナ

C,北海道 (渡島)・ 本州・四国・九州夕朝鮮 。中国,田畔 。漠畔の水湿地に普通,一 Ⅶ一Ⅸ― ,

赤花は夏秋のころ葉が紅紫色になるによる。
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Hal。中gaceae   ァリノトウグサ科   う

182.Haloragis micranth a(Thunb.)R.Br.ア リノトウグサ 小二仙草

F,北海道・本州 。四国 。九州・琉球,台湾 。中国 。マレーシア・オース トラリア,山野の草

地に生える,一Ⅶ一Ⅸ―,蟻の塔草はこの植物をアリ塚,細かい花をアリにたとえた。

Araliaceae ウ コ ギ 科

183.Aralia elata (Miq.)Seemann  タラノキ

A・ B・ D・ E・ F,北海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮・満州・樺太・アムール・ウスリー,

山野に普通ぅ一Ⅷ―,若い芽を食用 (タ ラの芽・ タラッポ),ウ ドのような香味がある。

184.A.cordata Thunb.  ウド

D・ F,北海道・本州 。四国 。九州,朝鮮・満州 。中国・樺太,山野に自生,栽培,一Ⅷ― ,

若い芽を食用,香 りよく美味ぅ栽培のときはもやしにして食用。

185.Hedera rhombea(Miq・ )Bean  キヅタ,フ ユヅタ百脚娯蛾

B・ D,本州・四国 。九州・琉球,朝鮮・台湾,山林に普通,一X―XI―, ツタ(ブ ドウ

科)に似るが木質の度が強い木ヅタ,常緑のため冬ヅタ。

186.Acanthopanax siё boldianus MakinO.  ウコこド, ヒメウコこギ 五カ日

A・ B・ D・ F,支那原産,薬用植物として渡来栽植,一 V一Ⅵ―,若い葉を食用,根の皮

(五加皮)を 薬用,五加 (支那発音)1こ 木を合せたもの,吉名ムコギ。

Umbelliferac   セ  リ  科

187.Hydrocotyle raminora Maxim. オオチ ドメ

C,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮,半陰湿地に群生,一Ⅳ一 Ⅸ―,葉をす りつぶし止血

薬 (チ ドメグサ)と する。チ ドメグサヨリ大形の意。

188.Tottlis scabra(Thuttb.)DC. オヤブジラミ

A・ D,本州・四国 。九州夕南鮮・台湾 。中国,平地の車地や藪周辺に群生,一 V一Ⅶ―,雄

藪ジラミは果実は粗大,シ ラミのようで衣服について散布される。

189.Cryptotaenia iapOnica Hassk. ミツタヾ

B,北海道 。本州・四国 。九州 。琉球,朝鮮 。中国 。南千島ぅ丘陵地・山地林内に生える,

一Ⅵ一 Ⅶ―,新苗においあり食用,三葉は3小葉からなるの意。

190.Oenanthe iavanica(Blume)DC,セ リ 水斬

C,北海道。本州・四国 。九州・琉球,中国 。台湾 。マレーシア・インド・ クインスランド,低

湿地・水田などに普通,一 Ⅶ一Ⅷ―,葉に香 りがあって食用,し ばしば栽培,新苗がせ り(競 )
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合って出るの意。

191.Angelica decursiva(Miq.)Franch.et Savat.ノ ダケ 土当帰

B,本州 (関東以西)。 四国・九州,朝鮮 。満州 。中国,丘陵地の林内・車地に普通,一 XI

―,かぜ薬として煎 じて飲む。漢名の音読みの転訛。

Cornaceae ミ ズ キ 科

192.Cornus controversa Hemsley  ミズキ,ク ルマミズキ 燈台木

B・ D・ G,北海道・本州・四国 。九州,朝鮮・中国,山地に普通,一 V―Ⅳ―,水木 樹

液が多く,春先に枝を折ると水がしたたる。車水木は小枝の分岐状態を車輪にたとえた。防風

・防火林として栽植。

GAMOPETALAE合 弁 花 類

Pyrolaceae  ィチャクソウ科

193.PyЮ la iaponiCa Klenze  イチヤクソウ 鹿衡車

A,北海道・刑‖‖・四国・九州,丘陵地・山地の林下,一Ⅵ一Ⅶ―,一薬草の意。

Myrsinaceae  ヤブコウジ科

194.Ardね ぬ iaponica(Thunb.)Blume ヤブコウジ 紫金牛

B・ D,北海道 (奥尻島)。 本ナH。 四国・九州,朝鮮・中国・台湾,丘陵地林内に普通,一

Ⅶ一 Ⅷ―,冬枯れに赤い果実が美しい。

Ebenaceae  カキ ノキ 科

195。 DiospyЮ s kaki Thunb. カキノキ 柿

B,本州・四国・九州,広 く栽培,品種が多い。―Ⅵ―,果実 (甘柿・渋柿)は食用,若い果

実は渋をとる。材は堅 く器具材。

Styracaceae  ェ ゴノ キ科

196,Styrax iapOnica Sieb.et Zucc. エゴノキ,ロ クロギ

B・ D,北海道 。本州 。四国 。九州・琉球,朝鮮・中国・台湾・フィリピン(北部),山地・

丘陵地に生える,一 V一Ⅵ―,材は傘のろくろに使用するのでロクロギ,果皮はのどを束U激 し

てひどいのでエゴノキ,生の果皮 はす り漬して川に流し魚を麻ひさせて捕る。
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Oleaceae  モ クセ イ 科

197.Ligusttum obtusifolium S ieb.et Zucc.   イァドタノキ

D,北海道・利 寸‖・四国・翔町‖,丘陵地の林内に最 も普通,変化が多い,一Ⅵ―,樹皮に,

自いイボタロウ虫が寄生するのでこの名がある。その虫が分泌したろうは家具のつや出しに使う。

Asclepiadaceae ガ ガ イモ 科

198.Meね plexis iaponiCa(Thunb。 )Makin。   ガガィモ,ク サパンヤ 羅摩

A,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮 。満州 。中国・千島 (南部),日 当りのよい原野・ 山地

に生える,一Ⅷ―,種子は馬平で白色絹糸状の毛を持ち,風にのって飛ぶ。綿の代用として針

さしや印肉に用いられる。クサパンヤの名もある。

Convoivulaceae  ヒザレガオ 科

199.Caけstegia iapOnica ChOisy  ヒルガオ 施花・鼓子花

A・ B oC・ D,北海道・本州・四国 。九州,朝鮮・中国,原野路傍に普通,一Ⅶ二Ⅷ― ,

淡紅色の花を日中に開くの意。

200.Cuscuta laponiCa chOisy  ネナシカズラ 金鐙藤・毛芽藤

B(杉山東山麓,ク ズに寄生大群生),北海道・本州 。四国 。九州 。琉球,朝鮮 。満州 。中国,

山野でマメ科植物に寄生,二Ⅷ― X―。

Verbenaceae  クマツヅラ科

201.Callicarpa laponica Thunb. ムラサキシキブ 紫珠

A・ B・ D,Jヒ海道 (南部)。 本州・四国。九州・琉球,満州。中国。台湾,山地丘陵に生え,

甚だ多型,一Ⅵ一Ⅷ―,優雅な紫色の果実を紫式部の名で美化した。

Labiatae  ン  ツ  科

202.Glechoma hederacea Linn.var.gη ndis(A.Gray)KudO   カキ ドオ シ 馬踊 I事

A・ B oC・ D・ E,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮・ウスリー・アムール・中国 。台湾,

原種は北半球旧世界温帯一般に広 く分布,路傍・藪地に群生,一Ⅳ一 V―,雉通でつるをのばし

て垣根をくぐり抜けるの意。

203.Stachya iapOnica Miq.var.intermedia(Kudo)Ohwi  イヌゴマ,チ ヨロギダマシ

水蘇

C,北海道・本州・四国 。九州・琉球,朝鮮 。満州 。中国 。台湾,低地水辺,一Ⅶ―Ⅷ― ,
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犬胡麻 果実の形がゴマに似ているが,利用の価植がない。淡紅色唇形花。

204.Mosla punctulata(」 .F.Gmel.)Nakai  イスコウジユ 石齊章

F,北 海道・本州・四国 。九州・琉球,朝鮮・満州 。中国 。台湾,山地原野,一Ⅸ一 X―。

205.Clinopodium chinense (Benth。 )O.Kuntze var,parvttlorum (Kudo)Hara クルマノヾナ

A・ BoC,北 海道 。本州・ 四国 。九州 ,南千島・朝鮮 。中国,丘陵地や山地 。原野,一Ⅷ

一Ⅸ―,車花は花の輪生する様子。

206.Plectranthus inlexus(Thunb.)Vahl, ex Benth.ヤ マハッカ

E,北海道 。本州・ 四国 。九州,朝鮮 。中国 。満州,丘陵・ 山地の林内,一Ⅸ一 X―,山薄

荷の意,香気はない。

Solanaceae   ナ  ス  科

207.Lycium chinense Mill. クコ 杓杞

A,本州・ 四国・九州・琉球,朝鮮・満州・ 中国 。台湾,低地,川の土手や濤の縁 に普通 ,

一Ⅷ一Ⅸ― ,若葉はひたし物,飯に混ぜてクコ飯,果実は酒にひたして杓杞酒をつ くり強壮薬

とする。

208,Physalis alkekengi L� n.var'ancheji(Masters)HOrt. ホオズキ 酸漿

A,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮・満州 。中国 (北部),母種は中・南欧か ら小アジア・

中央アジア,山地 。原野あるいは栽植,一Ⅵ一Vlll ,果実は子 どもの玩具,地下茎は乾かして

酸漿根 と呼び薬用,茎に方言でホオと呼ぶカメムシ類がよくつ くのでホオズキと呼ぶ。古名

カガチ。

209.Solanum nigrum Linn. イヌホオズキ 龍葵

B・ F,北海道 。本州 。四国 。九州,南北両半球の熱帯か ら温帯,山地・原野,一Ⅷ― X― ,

有毒植物,液果は黒熟,漢方薬。

scrophulattaceae  ゴマノハグサ科

210.Paulownia tOmentosa(Thunb.) Steid。   キリ

A・ B・ F,翔 ||(野生状態),広 く栽植,欝陵島 (朝鮮 野生状態),原産地は不詳,一 V―

Ⅵ― ,切ればすみやかに芽 を出して,生長が早いのでキリの名がある。

211.ScЮ phula� a kakudensis Franch.. オオヒナノウスッボ

B,北海道・本州 。四国 。九州,朝鮮,低山地林中,一Ⅷ一 X―,大きい雛の国壺の意で花

の形による。
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Piantaginaceae  ォ オバ コ科

212.Piantago asttjca Linn, オオバコ 車前

A,北海道 。本州・ 四国 。九州・琉球,千島・樺太・東シベリア・台湾 。中国 。マレーシア

山地や低草地に最 も普通な雑草,一Ⅳ一Ⅸ―,大葉子の意で,広い葉に因んだ。

Rubiaceae ア カ ネ 科

213.Hedyojs diffusa Willd.    フタバムをガラ

C,本州・四国 。九州 。琉球,朝鮮 。中国 。台湾・熱帯アジア,平地や畑地,一Ⅸ一 X― ,

双葉ムグラの意。

214.Paede� a scandens(LOur.)Merrill var,mairel(Lと veillご)Hara  ヘクソカズラ,

ヤイトバナ 牛皮凍

A・ B・ D・ E・ F,北海道・本州・四国 。九州 。琉球,朝鮮 。中国 。台湾・ フィリピン
,

藪地・草地に生え変化が多い,二Ⅷ一Ⅸ―,屁糞蔓または屁臭サカズラは全体に悪臭があるか

ら,古名 クソガブラ,ヤ イトバナは花の中央がお灸のあとに似ているに由る。

215。 Rubia akane Nakai ァカネ 茜車

A・ B oD,本州・四国 。九州,朝鮮 。中国・台湾,丘陵地や垣根,二Ⅷ一X―,根は染料

として茜染,利尿・止血 。解熱 。強壮剤,染めた色が太陽の出る前の東の空の色に似ていので

アカネ,古 くは東の枕言葉 “茜さす"が使われた。

216.Galium verum Linn.var.asiajcum Nakai   キバナカワラマツバ

A・ B oE・ F,北海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮,乾いた日当りよい山地草原,変化が多

い。一Ⅵ一Ⅸ―,黄色花の河原松葉は河原に生え葉が松葉に見える意。

Caprifoliaceae  スイカズラ科

217.Sambucus sieboldiaOa Blune,ex GraeЪn. ニフトコ 接骨木

A・ B・ D・ F,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮 。満州 。中国,山野に普通,変化甚だ多

い,一Ⅳ―,葉は民間葉,髄は太 く軟かいので,顕微鏡の切片をかみそりで切るときの支えと

する。死人の杖とし,網針をつくる。 (七 ケ浜)

218.Viburnum dilatatum Thunb. ガマズミ 茂送

B・ D oE・ F,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮・中国,丘 陵地や山地,ま た人家に栽植 ,

一 V―Ⅵ―,果実 (赤い)漬物の色つけ,ス ミは染の転訛で,古 くは衣類をす り染めした。秋

の木の実として美しィく,小鳥が好む。

219,Weigela hortensis(S ieb.et Zucc。 )K.KOch  タニウツギ



D,北海道 。本州,山地谷間に多い,観賞用として栽植,一 V一Ⅵ―,谷ウツギの意。

220.Lonlcera iapOnica Thunb. スイカズラ, ニンドウ 忍冬

A・ B・ D oE・ F,北海道 。本州 。四国・九州,朝鮮・満州・中国,丘陵地・山地に普通 ,

一 V一Ⅵ―,茎葉を薬用,ス イカズラ 花に蜜があり,こ れを吸う時の唇の形に花冠が似てい

るによる。葉や花をお茶の代用 (忍冬茶)と する。忍冬は冬でも枯れないで緑葉をもつによる。

Cucurbitaceae   ウ   リ  科

221.Tncosanthes kittlowii Maxim,var.lapniCa(Miq・ )Kitamura キヵラスウリ

A・ B・ D・ E・ F,北海道 (奥尻島)。 本州・四国 。九州・琉球, 母種は朝鮮・中国・ イ

ンドシナ,漢名 括懐 ,山野に自生,一Ⅷ一Ⅸ―,塊根から澱粉 (天瓜粉),根の皮層 (瓜呂根)

を薬用とする。黄カラスウリは果実が黄いの意。

222.Melothna iapOnica(Thunb.)Maxim. スズメウリ

A・ B oC・ D,本州 。四国 。九州,朝鮮 (済州島),藪地 。原野・水田に普通,一Ⅷ―Ⅸ― ,

雀瓜 河ヽ型の果実をスズメで表現,あ るいは瓜をスズメの卵に見立てた。

223.Gynostemma pentaphyIIum(Thunb.)MakinO  アマチヤヅル 絞股藍

B・ E,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮 。中国・ インド・マレーシア,山地や藪地に多い,

二Ⅷ一Ⅸ―,葉に甘味があるので名づける。特に利用されない。

Campanulaceae キ キ ョウ科

224.Adenophora t� phylla(Thunb.)A.DC.varo iaponiCa(Regel)Hara  ッリガネニ

ン ジ ン

F,北海道。本州・四国。九州,樺太。南千島・台湾・中国,山地や原野,変化が多い,一Ⅸ一X一。

Compositaeキ ク 科

225.Gnaphalium hypobucum DC. アキノハハコグサ 秋鼠麹草

A・ E・ F,本州 。四国 。九州,朝鮮・中国 。台湾・インド・フィリピン,やや乾燥した山

野,一Ⅸ一 X―,秋咲 くホオコグサの意。母子草は正しくない。茎の白毛や頭花の冠毛がほお

け立っていることから名づけたもの。

226.Inula bntannica Linn.var.c hinensis(Rupr.)Regel  オグルマ 旋覆花

A,北海道 。本州・四国 。九州,朝鮮・満州・中国,湿 った平地や河岸,一Ⅶ一 X―,小車

の意で端正な頭状花序の放射状舌状花を小さい車になぞらえた。

227.Carpesium abrotanoides Linn. ヤブタバコ 天名精



B,北海道 。本州 。四国 。九州,朝鮮 。中国 。インド・ コーカサス 。南ヨーロッパ,林地や

藪地に生える。一Ⅸ■XI―,葉の汁ははれや打傷に,根や種子 も薬用,一種の臭気がある。藪

地に生え,タ バコに似た葉をもつの意。

228.Eupatonum lindleyanum DC.   サフヒヨドリ

A・ E・ F,北海道 。本州 。九州・琉球,台湾 。朝鮮 。満州 。中国 。フィリピン,山地の日

当りよい車地や乾地,一Ⅷ一 X―タヒヨドリバナに似て湿地に生えるによる。

229.Kalimetts pinnajnda(Maxi m。 )Kitam.ユ ウガギク

A(畑あとに大群生)。 E・ F,本州 (近畿以北),日 当りよい山野草地,一 Ⅶ一x―,園芸品種

がある,柚が菊あるいは柚香菊の意。

230.E� geron tannuus(L inn.)Pers.ヒ メジヨン,ヤ ナギバヒメギク

A・ B・ D・ F,北米原産,明治初年 (1865年 ごろ)渡莱,帰化植物,荒地・路傍にもっとも

普通に群生,一Ⅶ一X―,姫女苑の意。

231,E.bonanen3iS Linn.ア レチノギキ 野塘高

A(畑あとに大群落)。 F,南米原産,明治中ごろ(1890年 ごろ)渡来,帰化植物,世界に広く

分布,雑車 として荒地・路傍に大群生,一Ⅶ一X―,荒地の野菊の意。

232.Aster scaber Thunb. シラヤマギキ

E・ F,北海道 。本州・九州,朝鮮 。満州 。中国,山地 。原野の林内に生える,一Ⅷ一X― ,

若苗をムコナといって食用。

233.A.ageratoides Turcz.var.ovatus (Franch.et Savat.)Nakai ノコンギク

A oC,本州 。四国 。九州,東亜からインド,山地丘陵地に最 も普通,変化が多く栽植品も

ある,一Ⅷ―X―,野にある紺菊の意。

234.A.tr polium Linn.ウ ラギク・ハマシオン1

C(極 く少ない),北海道。本州 。四国 。九州 ,朝鮮 。中国 (北部)。 満州・東シベリア・樺太・

北米・ ヨーロッパ,海岸や内陸の塩性地の湿地に生える,二Ⅷ一X―XI―,浦菊,浜紫苑の意

で,海 岸に生えるによる。

235.Petasites iaponiCus(S ieb.et Zucc.)Maxim. フキ

B・ D,本州・四国 。九州・琉球,朝鮮 。中国・樺太・千島 (中・南部),山地・丘陵地に生 え

る。また疏菜として栽植,一Ⅳ一 V―,葉柄・若い花茎 (フ キノトウ)は食用や薬,雌雄異株。

236.Artemisia iapOnica Thunb。 オトコヨモギ 牡高

A・ E・ F,北海道・本州 。四国 。九州 。琉球,朝鮮・満州 。中国 。フイリピン,日 当りよ

い丘陵地や山地に普通,葉形に変化が多い,一Ⅷ一XI― ,雄のヨモギ,種子が小さく種子が

ないものと思い牡と名づけたといわれる。



237.A.p� nceps Pampan.ヨ モギ,カ ズザキヨモギ 文

A・ B oC・ D・ E・ F(大群落),本州 。四国 。九州 。小笠原,朝鮮,荒地や低地に群生,一

Ⅸ一X―,春新苗を採 り車餅の材料,葉の下面の毛でモグサを作 り民間薬 (お灸)と して効果が

大きい。太いものは杖に作る。

238.SieResbeckia pubescens(Makin。 )Makino メナモ ミ

A・ B・ D(点在),北海道。本州・四国 。九州,朝鮮 。満州 。中国,荒地に普通,一Ⅸ一 X― ,

メは雌の意でオナモ ミの雄に対する語,ナ モ ミはナズムの意で,ナ ゴミさらにナモ ミと転化,

粘液のある総包がす ぐくついて困 りはてるによる。果実が他の物に付着して散布される。

239.Bidens frondosa Linn.ア メリカセンダングサ,セ イタカタウコギ 紫茎鬼針車

A・ C,北米原産,各地の低湿地や道ばたに群生,帰化植物,一Ⅸ―X―,ア メリカのセン

グン(セ ンダン科植物)の葉に似た草の意,背高田五加木で丈の高いタウコギ (キ ク科)の 意。

240.Cirsium nipponicum(Maxim。 )Makin。  ナンブアザ ミ

A・ B・ D,本州 (中部以北),山地・原野に群生,一Ⅷ一X―,南部地方 (岩手県)産の山莉の

意。

241,Pic�s hieracioides Linn.var.RIabrescens(Regel)Ohwi.コ ウゾリナ 毛蓮菜 (慣用)

A・ D oE・ F,北海道 。本州・四国 。九州,樺太,丘陵地・原野に普通,変化が多い,一

v一x―,カ ミソリ葉の意で,茎や葉の岡」毛が人の皮膚にふれ引っかかるのを剃刀に見立てた。

242.Helianthus tuberosus Linn. キクイモ

A,北米原産,各地に野生化,ま たは品種が多く栽植,一Ⅶ一X―,塊茎は果糖の原料,味

はまずい,イ スリンを多量に含む,花は観賞用。菊芋の意で,キ クのような花で地下に芋ができ

る。

243.Lactuca indica Linn,va■ l aciniata(O.Kuntze)Hara、  アキノノゲシ 山高萱

A・ B・ D,北海道 。本州・四国 。九州・琉球,朝鮮・台湾,低地車原,一Ⅸ―XI―, ノ

ゲシに似て秋開く花。

244 SOnchus oleraceus Linn.ノ ゲシ,ハ ルノノゲシ,ケ シアザ ミ 苦菜・演苦菜

C,北海道 。本州 。四国 。九州・琉球,朝鮮・樺太・欧亜大陸,北米に帰化,いたる所の路

傍や荒地,一 V一Ⅷ―,ア ザ ミに似ているが刺がなく柔かい,幼苗を食用。

245.Youngia denjculata(Houtt.)Kitam.ヤ クシソウ

A・ D oE・ F,北 海道・本州・四国 。九州,日 当 りよい山地に普通,一Ⅸ一 XI―,晩秋

の野を飾る責色花の野車,薬師車の意。



びすむ

(1)史跡「大木囲貝塚」環境整備事業にかかわる試掘調査の一環として,当地域内の現生植

物を調査する第一次実施事項として, 1.基本調査 (昭和48。 49年度)と 2.精密調査 (昭和

49,50年度)によって植生状況と植物相を明らかにすることとし,そ の第一歩 として,昭和48

年度中に実施した結果をもとに,植生状況と所産植物目録を中心に整理した。

(2)植生の状況については,A:台地上旧耕作地区 (主 として貝塚分布地区) B:ス ギ・

クロマツ・落葉広葉林地区 C:低地・湿地・沼沢地区 D:竹 林  。落葉広葉林,同伐採地

区 EIア カマツ・ナラ林,同伐採地区 F:西 斜面旧耕作地区 G:西 側断崖地区の 7地区

に分け,各地区の植生状況を写真 (付銀 1ほ 図 1～ 23)と 植生地図 (付録 2》 で示した。

(3)植物相については,現在までに確認した73科 2石種類の所産植物目録を編み,そ の活用を

考慮して,学 名・和名 。漢名,分布 (当地域内。国内。国外)ぅ 植生状況・花期,利用 。その他

必要事項を併記した。

この調査報告は,いずれも未完成の域を出でないが,こ れからの調査の進行にともなつて,

逐次完全なものにしたい。ついてはご指導ご鞭たつを切にお願いいたしたい。



3.付    録

(I)植生写真〈図版 I～ 8(図 1～ 23)〉

(2)十直生地図〈図版 9〉
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(1)植生写真

図版  I
I 史跡「大木田貝塚」を北方および西方より望む (昭和48,H。 4撮影 )

2 史跡「大木囲貝塚」を東方より望む

(昭和49.H.20撮影)

A:台地上旧耕作地区 (主 として貝塚分

布地区)

B:ス ギ・ アカマツ・落葉広葉樹林地区
C:低地・湿地 。沼沢地区
D:竹林・落葉広葉樹林,同伐採地区
E:ア カマツ 。ナラ林,同伐採地区
F:西斜面旧耕作地区
G:西側断崖地区
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図版 2 A:台地上旧耕作地区 (主 として貝塚分布地区)

4 中央通路上か ら北方 クロマツを望 む

通路上はカゼクサ群生,両側の畑跡はアレ

チノギク・ ヨモギ大群生 ,コ ウゾ リナ・ ヤ

クシッウが点在。   (昭 和48915撮影)

3 中央通路より東方スギ林に向って

畑跡にアレチノギク・ ヨモギが大群生,

ギ林の近 くはススキ・ クズが大繁茂。

(昭和4891撮 影)

5 中央通路より西北畑跡,歯等市街 を望 む

ノコンギク・ ヨモギ・ アレテノギク群生 ,

ススキも広 く群生。 (昭和48820撮影)
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図版 3 B:スギ・ クロマツ・落葉広葉樹林地区

7 東側 よりB地区中央部 を望 む

スギ林にはさまれた落葉広葉樹林に, クズ

が大繁茂 し樹冠 を覆 う。手前はススキの群

生。         (RB和 48820撮影)

6 東側 よりB地区南部 を望 む

スギ林 (植林 樹令25～50年 ),コ ナラ・ ク

リ・ ウワ ミヅザクラ・ エゴノキ・ ヤマザク

ラ・ホウノキなどの落葉広葉樹林,手前に

ススキが群生。    (昭 和49120撮影)

8 北側よりB地区北部 を望む

右側奥はスギ林,周辺部は落葉広葉樹林 ,

クズが樹冠を覆 う。手前は C地区の低地畑

跡。         (昭 和48820撮影)



図版 4 C:低地 。湿地・沼沢地区

10 竹林の下,湿地の上にある湧泉

2か所の うち北側の もの,ミ ゾソバ・セ リ

群生。 (昭和48 9 16 撮影 )

9 北方埋立地よりC地区を望む

右手奥スギ林,竹林,旧畑跡の低地 ,ガ マ

の群生する湿地,手前がマコモ・ ヨシの群

生する沼沢地 ともに旧水田跡である。

(昭和49 1 20 撮影)

II 旧水田跡の湿地

ガマ・セリ・サンカクイ・フトイ・ ミズビ

エ・ ミヴソバ・アブラガヤ・マコモ・ヨン

など繁茂。 (昭和48 9 1 撮影 )
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図版 D:竹林・落葉広葉樹林,同伐採地区

13 広葉樹林および招沢地を望む
コナラ・クリ・ナラガシワ・ウヮミズザク

ラ・ヤマザクラ。オオバクロモジ・ホウノ

キ・エゴノキなどの藩葉広葉樹にスギが混

生,手前の旧水田跡沼沢地にはマコモ・ヨ

シが群生。 (昭和49 1 20 撮影)

12 竹林および湿地 を望む

マダケの竹林で,ノ ブ ドウ・ アケビ・ クズ

カナムグラ・ カラハナツウなどの蔓性植物

が著 しい。湿地にはガマ・ コガマが群生。

(昭和48 8 20 撮影)

14 広葉樹林伐採地 を東側 より望む

旧畑跡で,ヨ モギ・ ススキが群生,ク ズが

大繁茂,ガマズ ミ・クワ・ウツギ・ スルデ・

パ ッコヤナギ 。キッネヤナギなどが畔跡に

生える。 (昭和48 9 16 撮影 )
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図版 6 E:アカハツ・ナラ林,同伐採地区

16 中央測線北部 ,ア カマツ林西側

アカマツの伐採 された向陽地には,ナ ラガ

シフ・ コナラ・ クリ・ ガマズ ミ・ ヤマハギ

などが繁茂,ア ズマザサやススキが群生。

(昭和48 9 16 撮影)

15 東側埋立地より西方に向って

凝灰岩の上にはアカマツ林 ,周辺にコナラ・

ナラガシワ・ クリ・ カシフ・ ガマズ ミ・ ヤ

マウルンなどの落葉広薬筒が繁茂。

(昭和49 1 20 撮影)

17 中央測線西側伐採地

ススキやアズマザサが大群生,場所によっ

てワラビ・ クズが繁茂。

(昭 和48 10 6 撮影)
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図版 F:西斜面旧耕作地区

19 西斜面旧耕作地の北部付近 を台地上より

望む

手前 は貝塚試据跡,畑跡にはススキ・ ヨモ

キが辞生,畦跡にはクル ミ・ ヌルデ・ ケヤ

キ・ クワ いキ リなど,前方のスギ林は民有

地。       (昭 和48 9 1 撮影)

18 西斜面旧耕作地の中央部付近 を合地上よ

り望む

耕作地跡にはヨモギやススキが繁茂,畦跡

にはクフ・ スルデ・ クル ミ・ ニワトコ・ タ

ラノキなどが生 える。

(昭和48 9 1 撮影)

20 西斜面旧耕地を下方より望む

段々畑の畦にはクフ・ メルデ・ タラノキ・

ニフ トコなどの木本が,ス スキやクズが群

生。       (昭 和48 10 6 撮影)



図版 8 G:西側断崖地区

22 西側断崖地区を上方に向ッて

ケヤキ・スルデ,ス スキやクズの繁茂か著
しい。 ドクウツギが散生。

(昭和48 10 6 撮影)

21 西側断崖地区を上方に向って望む

断崖の上部畦にはキ リ・ヌルデ・タラノキ・

クル ミ・ クワなどがみ られ,ス スキ・ マル

バハギ・ ナワンロイテゴ,そ の上をクズおi

硬 う。 (昭和48 10 6 撮影)

23 西側断崖のクズの繁茂状況

木本の少ない向陽地にはススキとともにク

ズが大繁茂。  (昭 和48 9 16 撮影)
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(2)植 生 地 図

図版 9 植生地図

史跡「大木囲貝塚」 S25,000為

A:台地上旧耕作地区 (主 として貝塚分

布地区)

B:ス ギ 。クロマツ・落葉広葉樹林地区

C:低地 。湿地・沼沢地区

D:竹林 。落葉広葉樹林,同伐採地区

E:ア カマツ・ ナラ林,同伐採地区

F:酉斜面旧耕作地区

G:西側断崖地区
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